
は
じ
め
に

中
国
明
清
時
代
の
民
間
宗
教
に
大
乗
円
頓
教
が
あ
る
。
こ
の
教
派
は
明
末
清

初
期
の
い
く
つ
か
の
民
間
宗
教
の
教
派
と
直
接
的
あ
る
い
は
間
接
的
関
係
の
も

と
で
形
成
さ
れ
た
。
ま
た
そ
の
経
典
で
あ
る
い
く
つ
か
の
宝
巻
に
は
、
明
清
時

代
の
代
表
的
宝
巻
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
教
派
の
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
は
、
い
ま
だ
に
不
明
の
部
分
が
多
い
明
清
時
代
の
民
間
宗
教
諸
教
派
の

成
立
過
程
や
、
そ
れ
ら
の
教
派
の
教
義
の
形
成
過
程
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
よ

う
。
中
国
民
間
宗
教
史
の
観
点
か
ら
言
う
な
ら
ば
、
聞
香
教
と
大
乗
円
頓
教
は

い
わ
ゆ
る
宝
巻
流
民
間
宗
教
の
諸
教
派
の
中
で
主
流
と
な
る
諸
教
派
の
一
つ
に

属
し
て
お
り
、
そ
の
諸
側
面
の
解
明
は
民
間
宗
教
の
歴
史
と
特
質
の
解
明
に
寄

与
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

大
乗
円
頓
教
は
明
末
天
啓
四
年
（
一
六
二
四
）
に
弓
長
（
張
某
）
な
る
人
物

に
よ
り
創
始
さ
れ
た
。
こ
の
天
啓
四
年
に
先
立
つ
天
啓
二
年
（
一
六
二
二
）
五

月
、
現
在
の
山
東
省
と
河
北
省
を
中
心
に
、
徐
鴻
儒
・
于
弘
志
ら
を
主
た
る
指

導
者
と
す
る
聞
香
教
（
東
大
乗
教
）
の
乱
が
勃
発
し
た
。
こ
れ
は
明
代
最
大
の

宗
教
反
乱
で
あ
る
。
聞
香
教
徒
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
反
乱
軍
は
激
し
く
明
朝

当
局
の
軍
隊
と
戦
っ
た
が
、
結
局
、
同
年
一
○
月
に
平
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

天
啓
三
年
一
二
月
、
聞
香
教
の
教
主
王
好
賢
が
逃
亡
先
の
揚
州
で
逮
捕
さ
れ
、

の
ち
処
刑
さ
れ
た
。
大
乗
円
頓
教
が
創
始
さ
れ
た
の
は
、
官
憲
に
よ
り
聞
香
教

の
反
乱
勢
力
が
ほ
ぼ
完
全
に
鎮
圧
さ
れ
た
直
後
で
あ
り
、
創
始
者
弓
長
は
聞
香

教
の
流
れ
を
汲
む
人
物
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
天
啓
四
年
は
民
間
宗
教
で
末

劫
の
到
来
の
年
と
さ
れ
て
い
た
。
明
末
の
多
く
の
民
間
宗
教
が
そ
う
で
あ
る
よ

う
に
、
大
乗
円
頓
教
の
教
義
も
ま
た
末
劫
に
起
こ
る
災
難
か
ら
人
々
を
救
済
す

る
こ
と
を
強
調
し
た
。

弓
長
が
大
乗
円
頓
教
を
創
始
し
た
経
緯
と
そ
の
教
義
を
説
く
経
典
『
古
仏
天

真
考
証
龍
華
宝
経
』（
以
後
、『
龍
華
経
』
と
簡
称
す
る
）
は
早
く
か
ら
注
目
さ

(
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れ
、
こ
れ
ま
で
に
い
く
つ
も
の
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
こ
と
に
澤
田
瑞
穂
氏

は
、『
龍
華
経
』
に
基
づ
い
て
こ
の
教
派
の
歴
史
と
教
義
の
一
端
を
最
初
に
明

ら
か
に
し
た
。
澤
田
氏
は
、
弓
長
の
弟
子
木
人
す
な
わ
ち
李
某
が
『
龍
華
経
』

の
作
成
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
、
こ
の
木
人
は
同
時
に
『
木
人
開
山

顕
教
明
宗
宝
巻
』（
以
後
、『
木
人
宝
巻
』
と
簡
称
す
る
）
を
作
成
し
た
こ
と
を

指
摘
し
た
。
澤
田
氏
の
研
究
に
よ
り
、
大
乗
円
頓
教
と
『
龍
華
経
』
に
関
す
る

理
解
は
進
ん
だ
が
、
依
然
と
し
て
不
明
の
部
分
も
少
な
く
な
い
。
そ
こ
で
本
論

は
、
澤
田
氏
が
用
い
な
か
っ
た
『
木
人
宝
巻
』
の
完
本
（
二
四
品
本
）
と
『
銷

釈
接
続
蓮
宗
宝
巻
』（
以
後
『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』
と
簡
称
す
る
）
を
加
え
、
あ

ら
た
め
て
考
察
を
進
め
た
い
。
こ
の
『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』
も
ま
た
木
人
の
手
に

な
り
、
そ
の
成
立
時
期
は
『
龍
華
経
』
と
『
木
人
宝
巻
』
の
後
に
な
る
。
こ
れ

ら
三
宝
巻
は
全
て
木
人
が
作
成
に
関
与
し
て
い
る
か
ら
、
内
容
上
に
矛
盾
す
る

所
は
な
く
、
相
互
補
完
的
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
論
は
、
こ
れ
ら
の
三

宝
巻
の
内
容
を
比
較
検
討
し
、
三
者
の
作
成
過
程
と
大
乗
円
頓
教
の
歴
史
の
一

端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
な
お
、
こ
の
教
派
の
教
義
を
始
め
と
す
る
思
想
的
側

面
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
る
。

一
、
木
人
と
三
宝
巻
の
成
立

本
論
で
取
り
上
げ
る
大
乗
円
頓
教
の
三
宝
巻
が
ど
の
よ
う
に
作
成
さ
れ
た

か
、
そ
の
詳
細
な
経
過
は
い
ま
だ
明
ら
か
で
な
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
宝
巻

の
中
に
は
、
作
成
経
過
の
解
明
の
手
が
か
り
と
な
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。
以
下
、

そ
れ
ら
の
記
述
と
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
参
照
し
、
三
宝
巻
の
作
成
過
程
を
検
討

し
て
い
く
。

『
龍
華
経
』

こ
の
宝
巻
は
序
と
四
巻
二
四
品
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
の
中
心
は
、

天
啓
四
年
、
大
乗
円
頓
教
の
創
始
者
弓
長
が
末
劫
の
到
来
に
際
し
、
無
生
老
母

か
ら
命
ぜ
ら
れ
て
衆
生
の
救
済
に
当
た
る
顛
末
で
あ
る
。
こ
の
『
龍
華
経
』
の

成
立
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
澤
田
氏
は
大
略
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
明
末
万
暦

年
間
、
燕
南
趙
北
（
現
在
の
河
北
省
保
定
道
高
陽
県
）、
草
橋
関
桑
園
里
大
宝

荘
の
人
弓
長
は
、

州
石
仏
口
（
現
在
の
河
北
省

県
）
に
住
む
聞
香
教
教
主

の
王
森
の
弟
子
と
な
っ
た
。
前
述
の
天
啓
二
年
の
反
乱
が
平
定
さ
れ
た
二
年
後

の
天
啓
四
年
、
弓
長
は
大
乗
円
頓
教
を
創
始
し
た
。
そ
の
後
、
崇
禎
二
年
（
一

六
二
九
）、
弓
長
は
南
に
下
っ
て
黄
河
を
渡
り
、
南
京
を
は
じ
め
と
す
る
各
地

を
巡
っ
て
布
教
し
た
。
さ
ら
に
、
崇
禎
一
四
年
（
一
六
四
一
）、
弓
長
は
弟
子

五
人
を
連
れ
て

州
石
仏
口
を
訪
れ
、
各
種
の
経
典
を
集
め
た
。
そ
の
経
典

『
龍
華
経
』
の
直
接
の
製
作
者
が
誰
で
あ
る
か
は
明
ら
か
で
な
く
、
幾
人
も
の

教
徒
が
そ
の
製
作
に
当
た
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
龍
華
経
』
の
作
成
が
行
わ

れ
た
の
が
清
代
順
治
九
年
（
一
六
五
二
）
で
あ
る
。
そ
れ
を
筆
写
し
た
の
は
木

人
（
李
某
）
な
る
人
物
で
あ
り
、
天
然
な
る
人
物
が
校
閲
し
、
主
だ
っ
た
教
徒

が
協
力
し
て
順
治
一
二
年
（
一
六
五
五
）
に
刊
行
し
た
。
こ
の
過
程
で
木
人
が

最
も
深
く
関
与
し
た
。
こ
の
木
人
は
さ
ら
『
木
人
宝
巻
』
を
作
成
し
た
。

以
上
の
よ
う
な
澤
田
氏
の
所
説
を
、『
龍
華
経
』
と
澤
田
氏
が
閲
読
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
『
木
人
宝
巻
』『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』
に
よ
り
、
改
め
て
検

討
し
て
み
よ
う
。『
龍
華
経
』
の
作
成
と
刊
行
に
関
し
て
、
三
宝
巻
に
見
い
出

さ
れ
る
記
事
は
、
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

『
龍
華
経
』

〔
第
六
品
〕
天
真
老
母
顕
神
通
、
木
人
演
法
唾
真
経
、
龍
華
尊
経
伝
留
世
、

経
今
尚
未
布
流
通
、
陸
陵
壬
辰
経
出
現
、
聖
警
木
子
写
騰
清
。
二
木
・
天

然
同
奮
志
、
還
源
策
警
顕
真
心
、
木
馬
紅
牛
合
聖
意
、
替
祖
開
板
転
法
輪
。

(

５)

(

４)

(

３)

(

２)
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〔
第
一
二
品
〕
昔
日
法
王
留
真
経
、
後
有
弓
長
転
法
輪
、
法
從
西
轉
流
東
土
、

・
・
・
辛
巳
年
間
纔
発
現
、
千
二
百
部
妙
玄
文
。
弓
長
領
定
真
五
老
。
石

仏
域
内
取
真
経
。
不
是
雲
首
効
能
大
、
末
期
龍
華
祖
為
尊
。
・
・
・
真
経

出
現
縁
人
至
、
後
有
木
子
写
騰
真
、
聖
唾
一
部
龍
華
巻
、
刻
板
印
行
祖
教

興
。
衆
頭
行
同
心
合
意
、
斉
搭
手
刻
板
施
行
。
・
・
・
弓
長
演
説
龍
華
経
、

指
外
説
裏
合
一
身
。
刊
板
印
造
伝
天
下
、
一
字
流
出
妙
法
輪
。
・
・
・
龍

華
経
、
天
真
心
印
、
弓
長
祖
、
密
寄
双
林
。
至
龍
年
、
真
経
出
現
、
木
馬

歳
、
丁
丑
施
行
。
祖
警
中
、
吩
咐
木
子
、
将
真
経
、
抄
写
謄
清
、
嘱
天
然
、

証
明
字
眼
、
闡
祖
教
、
演
法
度
生
、
化
縁
人
、
同
来
搭
手
、
捨
資
財
、
開

板
流
通
。

〔
第
二
四
品
〕
真
子
普
伝
僧
、
続
道
闡
宗
門
、
天
然
同
搭
手
、
普
応
度
衆
生
、

双
林
収
法
偈
、
普
化
演
真
経
、
願
人
明
聖
意
、
木
子
転
法
輪
。
辰
年
経
出

現
、
木
馬
法
流
通
、
丁
丑
念
二
日
、
開
板
立
合
同
、
青
羊
己
卯
月
、
経
板

果
完
成
。
募
化
諸
聖
賢
、
同
共
発
真
心
、
捐
貲
成
聖
事
、
万
古
註
芳
名
、

末
後
龍
華
会
、
箇
箇
続
蓮
宗
。

『
木
人
宝
巻
』
第
一
五
品

師
徒
閑
叙
、
問
老
爺
自
従
甲
申
年
三
月
初
四
日
卯
時
廻
宮
。
入
聖
数
載
有

余
。
・
・
・
我
有
縁
、
遇
老
祖
、
領
授
修
行
。
壬
午
年
、
入
聖
会
、
参
拝

老
祖
。
甲
申
年
、
祖
廻
宮
、
今
日
相
逢
。
丙
戌
年
、
立
祖
教
、
開
船
普
度
。

戊
子
年
、
領
鑰
匙
、
将
法
開
通
。
壬
辰
年
、
写
祖
経
、
明
心
見
性
。
甲
午

年
、
開
山
巻
、
祖
教
興
隆
。

『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』
第
三
六
品

在
壬
午
年
、
参
拝
弓
長
、
親
蒙
授
偈
。
在
壬
辰
年
、
写
祖
龍
華
経
一
部
。

明
心
見
性
。
・
・
・
戊
子
年
中
明
心
見
性
、
壬
辰
年
中
写
祖
経
。

こ
れ
ら
の
記
事
に
よ
り
、『
龍
華
経
』
の
作
成
過
程
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

『
龍
華
経
』
第
一
二
品
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
弓
長
が
崇
禎
一
四
年
に
五
人
の
弟

子
を
連
れ
て
、
師
で
あ
っ
た
故
王
森
の
本
拠
地

州
石
仏
口
で
経
典
の
収
集
を

行
い
、
王
森
の
遺
し
た
千
二
百
部
の
経
典
の
中
か
ら
真
経
を
取
っ
た
と
あ
る
。

王
森
が
千
二
百
部
経
典
を
遺
し
た
と
い
う
の
は
明
ら
か
に
誇
張
で
あ
り
、
実
際

は
も
っ
と
少
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
末
後
す
な
わ
ち
末
劫
の
龍
華
祖
の
教

え
を
説
く
真
経
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
事
実
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
言

う
ま
で
も
な
く
、
龍
華
と
は
弥
勒
仏
が
地
上
に
降
生
し
た
際
に
開
く
三
度
の
龍

華
会
を
指
し
て
い
る
か
ら
、
龍
華
祖
と
は
弥
勒
仏
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
弓
長
が
石
仏
口
で
得
た
経
典
と
『
龍
華
経
』
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、

彼
が
石
仏
口
で
の
経
典
の
収
集
に
よ
り
、
弥
勒
仏
と
龍
華
会
に
関
す
る
教
え
を

継
承
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
一
二
品
の
記
事
の
後
段
で
、『
龍
華

経
』
は
天
真
の
心
印
（
心
髄
）
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
天
真
と
は
後
述
す
る

ご
と
く
、
大
乗
円
頓
教
の
歴
代
祖
師
の
中
で
石
仏
祖
と
弓
長
祖
の
間
に
位
置
し

て
い
る
天
真
祖
で
あ
る
。『
龍
華
経
』
は
石
仏
王
祖
の
教
え
を
そ
の
ま
ま
継
承

し
た
も
の
で
な
く
、
そ
の
成
立
に
こ
の
天
真
祖
が
何
ら
か
の
関
係
が
有
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
で
検
討
す
る
。

『
龍
華
経
』
の
作
成
過
程
に
つ
い
て
、
こ
の
第
一
二
品
の
記
事
に
、
弓
長
が

『
龍
華
経
』
を
演
説
し
た
と
あ
り
、『
木
人
宝
巻
』
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
る
か

ら
、『
龍
華
経
』
が
弓
長
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
た
だ

し
、
現
存
の
『
龍
華
経
』
に
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
弓
長
の
死
後
そ
の
教
徒

が
協
力
し
て
『
龍
華
経
』
を
刊
行
し
た
こ
と
に
関
す
る
記
述
が
あ
り
、
少
な
く

と
も
そ
の
部
分
は
弓
長
の
生
前
に
は
無
か
っ
た
と
言
え
る
。
要
す
る
に
、
弓
長

は
現
存
の
『
龍
華
経
』
の
も
と
と
な
る
草
稿
を
作
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ

う
。前

掲
の
『
木
人
宝
巻
』
第
一
五
品
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
弓
長
は
甲
申
（
崇
禎

(
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一
七
年
、
一
六
四
四
）
陰
暦
三
月
四
日
に
亡
く
な
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、

『
龍
華
経
』
第
一
二
品
は
、
弓
長
が
『
龍
華
経
』
を
密
か
に
双
林
（
林
姓
の
人

物
か
）
に
託
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
同
じ
『
龍
華
経
』
の
最
後
の
品
で
あ
る
第

二
四
品
も
、
天
上
世
界
か
ら
帰
る
よ
う
命
令
を
受
け
た
弓
長
が
、
自
分
の
死
後

の
こ
と
を
弟
子
達
に
託
し
、『
龍
華
経
』
を
遺
す
の
で
、
教
徒
が
心
を
合
わ
せ

協
力
し
て
刊
行
す
る
な
ら
ば
、
や
が
て
来
る
べ
き
龍
華
会
に
お
け
る
福
禄
は
限

り
な
い
と
説
い
た
と
あ
る
。『
木
人
宝
巻
』
も
弓
長
が
『
龍
華
経
』
を
双
林
に

託
し
た
こ
と
を
記
す
。

と
こ
ろ
が
、
同
じ
『
龍
華
経
』
の
記
事
で
は
、
龍
年
す
な
わ
ち
壬
辰
（
順
治

九
年
、
一
六
五
二
）
に
経
が
出
現
し
た
と
す
る
。
双
林
に
託
し
た
『
龍
華
経
』

が
な
ぜ
順
治
九
年
に
出
現
し
た
の
か
。
し
か
も
、
そ
の
後
に
『
龍
華
経
』
が
刊

行
さ
れ
る
際
、
双
林
あ
る
い
は
二
木
と
称
さ
れ
る
人
物
が
木
人
に
協
力
し
て
い

る
。
も
し
刊
行
に
関
わ
っ
た
こ
の
双
林
・
二
木
が
弓
長
か
ら
『
龍
華
経
』
の
原

稿
を
託
さ
れ
た
双
林
と
同
一
人
物
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
間
の
経
過
は
い
さ
さ

か
釈
然
と
し
な
い
。
こ
の
間
の
経
過
を
あ
え
て
推
測
す
る
な
ら
ば
、
一
つ
の
可

能
性
と
し
て
、
弓
長
の
作
成
し
た
草
稿
が
何
ら
か
の
理
由
で
双
林
に
託
さ
れ
、

弓
長
の
死
後
隠
さ
れ
て
い
た
が
、
あ
ら
た
め
て
木
人
ら
の
手
に
渡
っ
た
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。

前
掲
の
『
龍
華
経
』
第
六
品
の
記
事
で
は
、『
龍
華
経
』
が
現
れ
た
後
、
そ

れ
を
木
人
が
清
書
し
、
二
木
と
天
然
が
と
も
に
発
奮
し
て
作
成
に
当
た
っ
た
こ

と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
第
一
二
品
で
も
、「
真
経
」
が
現
れ
た
の
ち
、
木
子

が
そ
れ
を
清
書
し
、
天
然
子
が
校
閲
し
た
と
あ
る
。
前
掲
の
『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』

第
三
六
品
で
は
、
木
人
が
〔
弓
長
〕
祖
の
『
龍
華
経
』
を
書
い
た
と
述
べ
て
い

る
。
以
上
の
記
事
を
総
合
す
る
な
ら
ば
、
弓
長
が
遺
し
た
『
龍
華
経
』
の
原
稿

は
二
木
（
双
林
）
に
託
さ
れ
、
木
人
が
清
書
し
、
天
然
子
が
校
閲
し
た
と
推
定

さ
れ
る
。『
木
人
宝
巻
』
で
も
、
木
子
（
真
木
子
）
が
経
巻
を
吐
き
、
双
木
子

が
経
巻
を
留
め
、
草
木
子
（
天
然
子
）
が
字
眼
を
証
明
し
た
と
述
べ
、
こ
の
三

人
が
協
力
し
て
『
龍
華
経
』
を
制
作
し
刊
行
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
出
来
上
が
っ
た
原
稿
の
刊
行
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
『
龍

華
経
』
第
六
品
に
「
木
馬
紅
牛
合
聖
意
、
替
祖
開
板
転
法
輪
。」
と
あ
り
、
第

一
二
品
に
「
同
来
搭
手
、
捨
資
財
、
開
板
流
通
。」
と
あ
り
、
第
二
四
品
に
、

「
木
馬
法
流
通
、
丁
丑
念
二
日
、
開
板
立
合
同
、
青
羊
己
卯
月
、
経
板
果
完
成
。

募
化
諸
聖
賢
、
同
共
発
真
心
、
捐
貲
成
聖
事
、
万
古
註
芳
名
。」
と
あ
る
。
こ

れ
ら
の
記
事
は
何
を
意
味
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
言
う
木
馬
と
は

「
き
の
え
う
ま
」、
す
な
わ
ち
甲
午
、
順
治
一
一
年
（
一
六
五
四
）
で
あ
り
、
青

羊
と
は
、
青
が
五
行
の
木
を
指
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
き
の
と
ひ
つ
じ
」、
す

な
わ
ち
乙
未
、
順
治
一
二
年
（
一
六
五
五
）
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
六
品
に
見
え
る
「
紅
牛
」
と
は
、
紅
は
火
を
指
し
、
天
干
で
は
丙
・
丁
を
指

す
。
牛
は
地
支
の
丑
に
当
た
る
。
こ
れ
を
第
一
二
品
で
は
「
丁
丑
」、
第
二
四

品
で
は
、「
丁
丑
念
二
日
」
と
し
て
い
る
か
ら
、
丁
丑
を
意
味
し
て
い
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。「
丁
丑
念
二
日
」
と
は
丑
月
が
一
二
月
を
指
し
て
い
る
か
ら
、

順
治
一
一
年
の
一
二
月
二
二
日
に
な
る
。
同
様
に
「
青
羊
己
卯
月
」
が
乙
未
す

な
わ
ち
順
治
一
二
年
の
卯
月
す
な
わ
ち
二
月
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
を
総
合
す
る
な
ら
ば
、『
龍
華
経
』
の
刊
行
の
経
過
は
次
の
よ

う
に
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
宝
巻
の
作
成
と
刊
行
は
木
人
・
天
然
子
・

二
木
と
い
っ
た
指
導
的
教
徒
が
協
力
し
て
行
っ
た
。
順
治
一
一
年
一
二
月
二
二

日
に
『
龍
華
経
』
の
版
木
を
作
る
に
当
た
り
、
合
同
（
契
約
書
）
を
立
て
て
取

り
決
め
た
。
翌
順
治
一
二
年
二
月
に
版
木
が
完
成
し
た
の
で
、
寄
付
金
を
募
り
、

寄
付
者
の
名
を
記
し
て
刊
行
し
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
木
人
は
さ
ら
に
『
木

人
宝
巻
』
と
『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』
の
編
纂
に
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
次
に
、

(
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『
木
人
宝
巻
』
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

『
木
人
宝
巻
』

『
木
人
宝
巻
』
は
本
来
二
四
品
よ
り
な
っ
て
い
る
が
、
私
が
こ
れ
ま
で
用
い

て
い
た
の
は
第
四
品
ま
で
し
か
な
い
残
本
で
あ
っ
た
。
し
か
し
最
近
、
二
四
品

全
部
が
揃
っ
て
い
る
鈔
本
の
『
木
人
宝
巻
』
を
入
手
で
き
た
。
木
人
が
こ
れ
ら

の
三
宝
巻
の
作
成
に
関
わ
っ
た
前
後
経
過
は
、
前
掲
の
『
木
人
宝
巻
』
第
一
五

品
、
二
○
品
と
『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』
第
三
六
品
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
た
。
木
人
は
明
代
万
暦
三
七
年
（
一
六
○
九
）
に
生
ま
れ
、
壬
午
年

（
崇
禎
一
五
年
、
一
六
四
二
）
に
大
乗
円
頓
教
に
入
教
し
、
教
祖
弓
長
の
弟
子

に
な
っ
た
。
崇
禎
一
七
年
陰
暦
三
月
四
日
に
弓
長
が
亡
く
な
る
と
、
丙
戌
年

（
順
治
三
年
、
一
六
四
六
）
に
弓
長
の
教
え
を
立
て
て
布
教
を
行
い
、
戊
子
年

（
順
治
五
年
、
一
六
四
八
）
に
悟
り
を
開
い
た
。
そ
の
後
、
壬
辰
年
（
順
治
九

年
、
一
六
五
二
）
に
『
龍
華
経
』
を
書
き
、
甲
午
年
（
順
治
一
一
年
、
一
六
五

四
）
に
『
木
人
宝
巻
』
を
留
め
、
己
亥
年
（
順
治
一
六
年
、
一
六
五
九
）
に

『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』
を
書
い
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。『
木
人
宝
巻
』
は
、
木
人

が
こ
の
宝
巻
を
作
っ
た
理
由
は
、
彼
が
夢
の
中
で
弓
長
に
会
い
、
弓
長
よ
り
そ

の
教
え
を
説
く
宝
巻
を
作
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
『
木
人
宝
巻
』
が
弓
長
の
死
後
、
そ
の
教
え
を
継
承
す
る
動
機
で

作
成
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

た
だ
し
、『
木
人
宝
巻
』
の
中
で
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
木
人

が
師
弓
長
の
教
え
を
継
承
し
、「
開
山
立
教
」
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
新
教
派

を
開
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
木
人
が
弓
長
の
教
え
を
継
承
し
つ
つ

も
、
単
な
る
継
承
に
終
わ
ら
ず
、
新
た
な
宗
派
を
創
始
す
る
意
志
を
持
っ
て
宝

巻
を
作
製
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、『
木
人
宝
巻
』
の
巻
首
に

お
い
て
、
老
古
仏
・
無
生
老
母
・
太
上
老
君
・
釈
迦
仏
・
孔
聖
儒
童
仏
と
い
っ

た
諸
神
諸
仏
、
石
仏
王
祖
・
呂
皇
聖
祖
・
弓
長
祖
の
三
人
の
民
間
宗
教
の
教
祖

が
、
木
人
に
「
開
山
顕
教
」
さ
せ
た
と
説
い
て
い
る
こ
と
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。

木
人
は
こ
れ
ら
諸
教
派
を
継
承
し
、
そ
れ
ら
を
統
一
し
た
教
義
を
説
い
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、『
木
人
宝
巻
』
第
一
二
品

に
は
、
木
人
が
天
上
の
家
郷
の
雷
音
寺
に
赴
き
、
無
生
老
母
に
ま
み
え
、
天
元

宝
蔵
庫
か
ら
『
木
人
宝
巻
』『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』『
浄
土
涅
盤
還
郷
宝
巻
』『
三

教
収
円
宝
巻
』『
万
法
皈
一
宝
巻
』
の
「
五
部
霊
文
」
を
も
ら
い
、
法
門
を
立

て
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
形
の
上
で
は
天
上
世
界
で
も
ら
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
が
、
実
際
に
は
木
人
が
こ
れ
ら
「
五
部
霊
文
」
を
著
し
た
と
言
え
る
。

木
人
に
と
っ
て
、『
龍
華
経
』
が
師
弓
長
の
宝
巻
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
れ
ら

五
部
の
宝
巻
は
自
己
自
身
の
経
典
と
し
て
、
新
し
い
教
派
設
立
の
基
礎
に
据
え

る
も
の
と
見
な
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
う
ち
『
木
人
宝
巻
』
は
新
宗
派
を
開

き
そ
の
教
義
を
説
く
も
の
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
五
部

霊
文
」
の
う
ち
、『
木
人
宝
巻
』
と
『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』
を
除
く
残
り
の
三
宝

巻
は
管
見
の
限
り
で
は
、
そ
の
存
否
は
不
明
で
あ
る
。

『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』

こ
の
宝
巻
は
三
宝
巻
の
中
で
最
後
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
三
六
品
で

構
成
さ
れ
、
大
乗
円
頓
教
の
歴
史
と
教
義
を
述
べ
て
最
も
詳
し
い
。
そ
の
第
三

六
品
に
よ
れ
ば
、
木
人
は
順
治
一
六
年
（
一
六
五
九
）
か
ら
、
ま
ず
『
接
続
蓮

宗
宝
巻
』
を
書
き
、
次
い
で
『
浄
土
涅
盤
還
郷
宝
巻
』『
三
教
収
円
宝
巻
』『
万

法
皈
一
宝
巻
』
の
三
宝
巻
を
書
い
た
が
、
大
乗
円
頓
教
の
教
え
は
盛
ん
に
な
ら

ず
、
こ
れ
ら
「
五
部
霊
文
」
も
い
ま
だ
流
通
し
な
か
っ
た
。
助
け
る
人
も
少
な

く
、
木
人
は
貧
し
か
っ
た
が
善
願
を
変
え
ず
、
自
己
の
利
益
や
名
声
の
た
め
に

経
典
や
教
え
を
残
す
の
で
な
く
、
た
だ
後
世
の
人
間
が
輪
廻
の
苦
し
み
か
ら
抜

け
出
る
た
め
に
、
昼
は
働
き
、
夜
は
真
夜
中
ま
で
経
典
を
書
い
た
。
そ
し
て
、
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紅
梅
の
領
袖
（
天
然
子
）
が
重
要
な
言
葉
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
、
納
川
と
い

う
僧
が
昼
夜
労
苦
を
し
て
写
経
を
し
、
多
く
の
善
人
が
資
財
を
喜
捨
し
た
お
陰

で
刻
板
が
流
通
し
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、『
木
人
宝
巻
』
以
下
の
「
五
部

霊
文
」
は
、
木
人
に
紅
梅
天
然
子
と
僧
納
川
が
協
力
し
て
作
成
さ
れ
た
と
見
な

さ
れ
る
。

『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』
は
『
龍
華
経
』
よ
り
も
さ
ら
に
体
系
的
に
大
乗
円
頓
教

の
系
統
を
他
教
派
に
ま
で
わ
た
っ
て
述
べ
て
い
る
。
こ
の
中
で
木
人
は
、
大
乗

円
頓
教
の
法
灯
す
な
わ
ち
教
え
の
流
れ
を
説
き
つ
つ
、
彼
自
身
が
弓
長
の
後
継

者
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
教
え
を
再
興
し
興
隆
さ
せ
た
人
物
で
あ
る
こ
と
を
示
そ

う
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
宝
巻
は
三
六
品
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、

後
述
す
る
よ
う
に
、
各
品
に
木
人
の
配
下
と
見
な
さ
れ
る
三
宗
五
派
九
杆
一
八

枝
の
三
六
人
の
教
徒
が
登
場
し
、
そ
の
教
義
を
展
開
す
る
先
導
役
を
つ
と
め
て

い
る
。
そ
の
よ
う
な
構
成
か
ら
見
て
、
こ
の
宝
巻
は
大
乗
円
頓
教
の
流
れ
と
、

そ
の
中
に
お
け
る
木
人
の
位
置
を
最
も
よ
く
表
し
た
経
典
と
言
え
る
。

『
龍
華
経
』
と
弓
長
に
関
す
る
年
表
は
す
で
に
澤
田
瑞
穂
氏
が
作
成
し
た
も

の
が
あ
る
が
、
澤
田
氏
の
年
表
に
こ
れ
ら
三
宝
巻
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
を
併
せ

る
と
、
弓
長
と
諸
宝
巻
に
関
す
る
年
表
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
と
な
る
。

万
暦
年
間
（
一
五
七
三
―
一
六
二
○
）
王
森
が
聞
香
教
（
東
大
乗
教
）
を
創
始
。

弓
長
が
王
森
に
会
い
弟
子
と
な
る
。

一
六
○
九
年
（
万
暦
三
七
年
）
木
人
（
李
某
）
生
ま
れ
る
。

一
六
一
四
年
（
万
暦
四
二
年
）
王
森
逮
捕
さ
れ
る
。

一
六
一
九
年
（
万
暦
四
七
年
）
王
森
が
獄
死
す
る
。

一
六
二
二
年
（
天
啓
二
年
）
五
月
、
聞
香
教
徒
の
徐
鴻
儒
ら
反
乱
。
一
○
月
、

平
定
さ
れ
る
。

一
六
二
三
年
（
天
啓
三
年
）
一
二
月
、
聞
香
教
主
の
王
好
賢
が
揚
州
で
逮
捕
さ

れ
、
の
ち
刑
死
。

一
六
二
四
年
（
天
啓
四
年
）
弓
長
が
大
乗
円
頓
教
を
創
始
す
る
。
末
劫
到
来
の

年
と
さ
れ
る
。

一
六
二
九
年
（
崇
禎
二
年
）
弓
長
が
南
北
各
地
で
伝
道
。

一
六
三
九
年
（
崇
禎
一
二
年
）
大
法
が
興
る
。

一
六
四
一
年
（
崇
禎
一
四
年
）
弓
長
が
石
仏
口
へ
行
き
経
典
を
集
め
る
。

一
六
四
二
年
（
崇
禎
一
五
年
）
木
人
が
大
乗
円
頓
教
に
入
り
、
弓
長
の
弟
子
と

な
る
。

一
六
四
三
年
（
崇
禎
一
六
年
）
瘟
疫
流
行
。

一
六
四
四
年
（
崇
禎
一
七
年
）
弓
長
死
去
。
明
朝
が
滅
亡
し
、
清
朝
が
入
関
。

一
六
四
六
年
（
順
治
三
年
）
木
人
が
弓
長
の
教
え
を
立
て
、
布
教
活
動
を
す
る
。

一
六
四
八
年
（
順
治
五
年
）
木
人
が
「
悟
り
」
を
開
く
。

一
六
五
二
年
（
順
治
九
年
）
木
人
が
『
龍
華
経
』
の
稿
本
を
完
成
さ
せ
る
。

一
六
五
四
年
（
順
治
一
一
年
）
木
人
が
『
龍
華
経
』
を
清
書
す
る
。
木
人
が

『
木
人
開
山
宝
巻
』
を
留
め
る
。

一
六
五
五
年
（
順
治
一
二
年
）『
龍
華
経
』
の
経
版
が
完
成
す
る
。

一
六
五
九
年
（
順
治
一
六
年
）
木
人
が
『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』
を
書
く
。
次
い
で
、

『
浄
土
涅
盤
還
郷
宝
巻
』
『
三
教
収
円
宝
巻
』

『
万
法
皈
一
宝
巻
』
を
書
く
。

以
上
の
年
表
か
ら
、
大
乗
円
頓
教
が
天
啓
年
間
の
聞
香
教
徒
の
反
乱
の
直
後

に
生
ま
れ
、
そ
の
教
徒
が
明
末
の
混
乱
の
中
で
布
教
活
動
を
行
い
、
弓
長
の
死

と
明
朝
の
滅
亡
の
中
で
も
教
派
を
存
続
さ
せ
、
清
初
に
木
人
を
中
心
と
し
て
、

『
龍
華
経
』
と
「
五
部
霊
文
」
と
さ
れ
る
五
宝
巻
を
作
成
し
た
、
お
お
よ
そ
の

経
過
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
こ
で
次
章
で
は
、
こ
の
年
表
を
念
頭

に
置
き
、
大
乗
円
頓
教
の
歴
史
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
よ
り
詳
し

(
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く
考
察
し
て
ゆ
き
た
い
。

二
、
大
乗
円
頓
教
の
流
れ
―
―
王
森
・
弓
長
・
木
人

大
乗
円
頓
教
の
成
立
と
変
遷
に
つ
い
て
は
、
三
宝
巻
に
多
く
の
記
事
が
見
い

出
さ
れ
る
が
、
概
括
的
に
述
べ
た
も
の
に
、『
龍
華
経
』
第
一
六
品
の
次
の
よ

う
な
記
事
が
あ
る
。

後
来
法
王
石
仏
悟
徹
明
宗
、
明
祖
心
印
、
在
無
影
山
、
同
天
真
老
祖
、
批

下
蓮
宗
、
同
発
善
願
、
悟
徹
性
宗
、
明
祖
心
印
。
在
中
央
聖
地
、
同
翠
花

張
姐
、
批
下
蓮
宗
、
同
発
善
願
、
悟
徹
心
宗
、
明
祖
心
印
。
在
聖
地
、
同

弓
長
老
祖
、
批
下
蓮
宗
、
同
発
善
願
、
悟
徹
真
宗
、
明
祖
心
印
。
在
世
間
、

同
三
宗
五
派
、
九
杆
十
八
枝
頭
行
、
批
下
蓮
宗
、
同
発
善
願
、
接
続
性
宗
、

明
祖
心
印
。
・
・
・
卻
説
無
極
会
下
、
有
二
十
四
祖
、
接
続
蓮

宗
、
・
・
・
続
無
量
祖
会
下
、
有
五
祖
七
真
、
接
続
蓮
宗
、
扶
宗
立
教
、

找
化
人
天
。
続
石
仏
王
祖
会
下
、
有
三
花
五
葉
頭
行
、
接
続
蓮
宗
、
替
祖

伝
法
、
闡
教
扶
宗
、
找
化
人
天
。
続
天
真
祖
会
下
、
有
十
乗
頭
続
、
接
続

蓮
宗
、
替
祖
伝
法
、
闡
教
扶
宗
、
找
化
人
天
。
続
翠
花
張
姐
会
下
、
有
十

善
大
護
法
、
接
続
蓮
宗
、
替
祖
伝
法
、
闡
教
扶
宗
、
找
化
人
天
。
続
弓
長

会
下
、
有
紅
梅
続
灯
、
領
袖
縁
人
、
総
引
・
領
衆
・
会
主
・
総
会
・
開

示
・
会
頭
・
香
頭
、
会
下
皇
胎
子
女
、
各
等
領
法
知
識
、
都
会
接
続
蓮
宗
、

替
祖
伝
法
、
闡
教
扶
宗
、
找
化
人
天
。

こ
の
記
事
で
は
、
大
乗
円
頓
教
の
教
え
は
蓮
宗
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。

蓮
宗
と
は
、
南
宋
時
代
の
茅
子
元
の
創
始
し
た
念
仏
結
社
白
蓮
宗
を
指
す
言
葉

で
あ
ろ
う
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
大
乗
円
頓
教
は
自
ら
を
白
蓮
宗
の
後

継
者
で
あ
る
と
見
な
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
一
般
的
に
言
っ
て
、
中
国
の
宝

巻
流
民
間
宗
教
の
基
礎
に
阿
弥
陀
念
仏
の
信
仰
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な

い
。『
龍
華
経
』
を
始
め
、
多
く
の
宝
巻
の
各
処
に
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
記
事
が
説
い
て
い
る
よ
う
に
、
大
乗
円
頓
教
は
法
王
石
仏
―
天
真
祖
―

翠
花
張
姐
―
弓
長
へ
と
継
承
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
石
仏
王
祖
の
下
に
三
花
五
葉

の
頭
行
が
お
り
、
天
真
祖
の
も
と
に
十
乗
の
頭
続
が
お
り
、
翠
花
張
姐
の
下
に

十
善
の
大
護
法
が
お
り
、
弓
長
の
下
に
紅
梅
続
頭
、
総
引
・
領
衆
・
会
主
・
総

会
・
開
示
・
会
頭
・
香
頭
と
い
っ
た
教
徒
が
い
た
と
す
る
。
こ
の
中
の
法
王
石

仏
は
『
龍
華
経
』
の
他
の
部
分
に
も
登
場
す
る
が
、
聞
香
教
の
創
始
者

州
石

仏
口
の
王
森
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

ま
た
、『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』
第
一
九
品
で
は
、
大
乗
円
頓
教
の
木
人
ま
で
の

教
え
の
流
れ
を
よ
り
詳
し
く
、
次
の
よ
う
に
言
う
。
同
教
の
教
え
は
無
生
母
か

ら
始
ま
り
、
a
李
老
君
―
s
天
真
古
仏
―
十
乗
（
頭
続
）
―
g
翠
花
張
祖
（
姐
）

―
十
善
（
大
護
法
）
―
h
弓
長
―
三
宗
五
派
頭
行
―
j
続
燈
―
十
貴
十
会
頭
行

―
k
紅
梅
領
袖
―
十
明
大
善
頭
行
―
l
総
引
知
識
―
十
真
接
続
―
¡0
木
人
に
受

け
継
が
れ
た
と
言
う
。
こ
こ
で
付
さ
れ
た
数
字
は
、
こ
の
第
一
九
品
に
お
い
て

付
け
ら
れ
て
い
る
登
場
の
順
番
の
数
字
で
あ
る
。
さ
ら
に
、『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』

第
二
一
品
は
木
人
の
弟
子
に
詳
し
く
言
及
し
、
大
乗
円
頓
教
の
教
え
は
無
生
父

母
よ
り
法
王
石
仏
へ
、
法
王
石
仏
か
ら
天
真
へ
、
天
真
か
ら
弓
長
へ
、
弓
長
か

ら
続
領
へ
、
続
領
か
ら
木
人
へ
、
木
人
か
ら
総
会
・
開
示
・
経
主
・
五
家
会

頭
・
九
老
知
識
・
十
八
護
法
へ
と
伝
わ
っ
た
と
説
い
て
い
る
。『
接
続
蓮
宗
宝

巻
』
第
二
二
品
も
、
そ
の
教
え
は
無
生
老
母
か
ら
〔
法
王
〕
石
仏
・
弓
長
・
続

領
・
木
人
へ
と
伝
え
ら
れ
、
そ
れ
か
ら
三
宗
五
派
・
九
杆
〔
一
〕
八
枝
領
衆
に

伝
え
ら
れ
、
さ
ら
に
総
会
・
開
示
・
経
主
・
会
頭
・
九
老
知
識
・
十
八
護
法
等

に
伝
え
ら
れ
た
と
説
く
。
な
お
、『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』
第
一
五
品
で
は
、
十
明

(
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大
善
頭
行
以
下
の
教
徒
に
も
全
て
紅
梅
と
い
う
名
称
が
付
け
ら
れ
て
い
る
か

ら
、
紅
梅
は
特
定
の
教
徒
に
限
定
さ
れ
て
い
た
名
称
で
な
い
と
言
え
る
。
以
上

の
記
事
を
総
合
す
る
な
ら
ば
、
一
部
で
不
明
確
な
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
大
乗
円

頓
教
の
流
れ
は
次
の
よ
う
な
系
統
図
と
な
ろ
う
。

無
生
父
母
―
李
老
君
―
石
仏
老
祖
（
三
花
五
葉
頭
行
）
―
天
真
祖
（
十
乗
頭
続
）

―
翠
花
張
祖
（
十
善
大
護
法
）
―
弓
長
（
三
宗
五
派
・
九
杆
十
八
枝
頭
行
―
十

貴
十
会
頭
行
―
紅
梅
続
灯
―
十
明
大
善
頭
行
―
総
引
知
識
―
十
真
接
続
）
―
木

人
（
総
会
・
開
示
・
経
主
・
五
家
会
頭
・
九
老
知
識
・
十
八
護
法
）

以
上
見
て
き
た
大
乗
円
頓
教
の
教
え
の
継
承
の
流
れ
を
見
る
な
ら
ば
、
神
仏

と
実
在
の
人
物
と
が
混
在
し
て
説
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
最
も
詳
し
く
説
い
て
い
る
『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』
を
見
る
と
、
そ
の
三
六

品
の
う
ち
、
第
一
品
か
ら
第
十
品
ま
で
は
宇
宙
生
成
論
を
説
い
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
無
極
・
太
極
・
陰
陽
二
気
と
い
っ
た
太
極
図
的
本
体
論
を
説
き
、
次
い

で
本
体
を
神
格
化
し
た
無
生
父
母
を
登
場
さ
せ
る
。
さ
ら
に
燃
燈
仏
・
釈
迦

仏
・
弥
勒
仏
の
三
仏
が
過
去
・
現
在
・
未
来
三
世
を
掌
る
こ
と
を
説
き
、
こ
の

三
仏
が
老
子
・
釈
迦
・
孔
子
と
な
っ
て
現
れ
た
こ
と
を
説
く
。
併
せ
て
儒
仏
道

三
教
の
諸
神
諸
仏
を
登
場
さ
せ
て
教
理
を
展
開
す
る
。
こ
こ
ま
で
は
現
実
の
世

界
の
こ
と
で
は
な
く
、
教
理
上
の
諸
神
諸
仏
の
世
界
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、

法
王
石
仏
以
下
、
天
真
祖
・
翠
花
張
祖
（
姐
）・
弓
長
祖
・
木
人
、
さ
ら
に
は

十
乗
・
十
善
・
十
貴
と
い
っ
た
人
物
は
歴
史
上
実
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
続
領
・
総
会
等
は
教
徒
の
役
職
の
名
称
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
こ
の
流

れ
の
中
の
主
要
人
物
に
つ
い
て
、
そ
の
実
像
を
検
討
し
て
い
こ
う
。

〔
法
王
石
仏
〕

『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』
で
説
か
れ
て
い
る
大
乗
円
頓
教
の
教
え
の
継
承
者
の
中

で
、
実
在
し
た
人
物
は
第
一
一
品
に
登
場
す
る
法
王
石
仏
か
ら
で
あ
る
。
す
で

に
述
べ
た
よ
う
に
、
法
王
石
仏
は
聞
香
教
の
創
始
者
王
森
で
あ
る
。『
接
続
蓮

宗
宝
巻
』
第
一
一
品
に
よ
れ
ば
、
法
王
石
仏
は
本
性
が
阿
弥
陀
仏
で
、
無
生
老

母
の
命
令
を
受
け
て
石
仏
域
中
に
降
生
し
、
大
乘
円
頓
法
門
を
開
き
、
三
花
五

葉
の
頭
行
を
設
け
て
教
え
を
伝
え
、
蓮
宗
を
接
続
し
た
。
さ
ら
に
、
木
人
に
教

派
を
立
て
自
ら
の
教
え
を
興
隆
さ
せ
た
と
い
う
。『
木
人
宝
巻
』
巻
首
に
も
、

ほ
ぼ
同
様
の
記
事
が
見
ら
れ
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
王
森
す
な
わ
ち
法
王
石

仏
の
本
性
は
阿
弥
陀
仏
で
、
蓮
宗
を
接
続
し
た
と
説
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
法
王
石
仏
は
木
人
に
教
派
を
立
て
さ
せ
た
と
あ
り
、
木
人
が
法
王
石

仏
の
教
え
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
王
森
に
つ

い
て
は
す
で
に
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、『
接
続
蓮
宗
宝

巻
』
に
説
か
れ
て
い
る
の
は
、
大
乗
円
頓
教
の
立
場
か
ら
見
た
王
森
で
あ
る
。

『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』
に
は
、
以
前
に
私
が
拙
稿
で
聞
香
教
を
取
り
上
げ
た
時
に

用
い
た
『
擒
妖
始
末
』
や
『
餐
微
子
集
』
に
は
見
ら
れ
な
い
記
事
が
あ
り
、
王

森
の
教
派
の
実
態
を
知
る
上
で
参
考
に
な
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
石
仏
王
祖

の
下
に
三
花
五
葉
の
頭
行
と
称
す
る
弟
子
が
い
た
と
い
う
。
聞
香
教
の
教
徒
の

組
織
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
明
末
の
史
料
に
基
づ
き
、
拙
稿
で
論
じ
た
こ
と
が

あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
伝
頭
と
い
う
教
徒
の
指
導
者
は
い
る
が
、
頭
行
と
い

う
役
職
名
は
出
て
こ
な
い
。
大
乗
円
頓
教
の
指
導
的
幹
部
の
役
職
名
は
む
し
ろ

西
大
乗
教
で
使
わ
れ
て
い
た
役
職
名
と
同
一
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ

の
理
由
が
何
に
よ
る
も
の
か
は
、
今
後
の
検
討
に
待
ち
た
い
。
王
森
の
聞
香
教

を
、『
木
人
宝
巻
』
巻
首
で
は
大
乗
円
頓
仏
門
、『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』
第
一
一
品

で
は
大
乗
正
宗
派
と
呼
ん
で
お
り
、
と
も
に
大
乗
円
頓
教
と
同
系
列
の
も
の
と

し
て
説
い
て
い
る
。
た
だ
し
、
次
に
述
べ
る
よ
う
に
、
大
乗
円
頓
教
が
聞
香
教

(
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（
東
大
乗
教
）
の
単
な
る
延
長
で
な
い
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。

〔
天
真
祖
〕

法
王
石
仏
の
教
え
は
天
真
祖
に
継
承
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。『
龍
華
経
』
や

『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』
に
は
、
こ
の
天
真
祖
あ
る
い
は
天
真
古
仏
に
関
す
る
記
述

が
多
数
見
い
出
さ
れ
る
。
つ
ま
り
石
仏
口
の
王
森
か
ら
弓
長
に
教
え
が
伝
わ
る

間
に
天
真
祖
と
さ
れ
る
人
物
が
介
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
天
真
祖
と
は
い

か
な
る
者
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
、『
龍
華
経
』
第
三
品
は
、
西
方
教

主
阿
弥
陀
仏
が
北
方
に
転
じ
、
無
量
寿
仏
と
号
し
、
無
量
寿
仏
が
臨
凡
し
て
真

武
老
祖
と
い
い
、
真
武
老
祖
が
臨
凡
し
て
天
真
古
仏
と
い
い
、
天
真
が
臨
凡
し

て
弓
長
老
祖
と
い
う
、
と
説
い
て
い
る
。
一
方
、『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』
一
三
品

は
、
天
真
が
阿
弥
陀
仏
す
な
わ
ち
無
量
寿
仏
に
転
じ
、
さ
ら
に
真
武
老
祖
に
転

じ
、
燕
南
趙
北
の
潭
州
郡
二
龍
河
鰲
頭
地
に
下
生
し
た
。
真
仏
は
姓
名
を
隠
し
、

金
牛
洞
で
厳
し
い
修
行
を
し
、
や
が
て
あ
る
時
に
悟
り
を
開
き
、
金
丹
道
を
伝

え
た
と
説
く
。
こ
の
天
真
仏
の
下
に
は
十
乗
の
頭
続
が
置
か
れ
、
そ
の
教
え
を

継
承
し
た
と
い
う
。

こ
の
天
真
仏
の
化
身
と
さ
れ
る
天
真
祖
は
実
在
の
人
物
の
よ
う
に
認
め
ら
れ

る
。
し
か
し
、
そ
の
事
績
は
明
ら
か
で
な
く
、
潭
州
郡
二
龍
河
と
い
う
地
名
も

管
見
の
限
り
で
は
実
在
し
な
い
。
こ
の
天
真
祖
が
大
乗
円
頓
教
の
歴
史
の
中
で

ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
て
い
る
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
。
天
真
祖
は
阿
弥
陀

仏
の
転
生
を
重
ね
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
金
丹
道
を
伝
え
た
と
さ

れ
て
い
る
か
ら
、
道
教
系
統
の
教
え
を
も
た
ら
し
た
人
物
で
あ
る
可
能
性
が
あ

る
。
そ
も
そ
も
『
龍
華
経
』
は
正
式
名
称
を
『
古
仏
天
真
考
証
龍
華
宝
経
』
と

言
う
よ
う
に
、
そ
れ
は
天
真
仏
の
教
え
を
説
い
た
宝
巻
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
弓
長
は
石
仏
王
祖
の
教
え
を
継
承
す
る
一
方
で
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、

天
真
祖
の
系
統
の
道
教
の
金
丹
道
を
取
り
入
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
金
丹

道
と
は
金
丹
を
作
る
方
法
で
あ
ろ
う
が
、
金
丹
を
作
る
方
法
に
は
外
丹
法
と
内

丹
法
が
有
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
外
丹
法
と
は
金
石
・
丹
砂
等
を
用

い
て
金
丹
を
焼
成
す
る
方
法
で
あ
り
、
内
丹
法
と
は
人
間
の
身
体
内
の
精
・

気
・
神
を
用
い
て
体
内
に
金
丹
を
作
る
方
法
で
あ
る
。『
龍
華
経
』
を
始
め
と

す
る
三
宝
巻
に
お
い
て
際
だ
っ
た
特
徴
は
、
道
教
の
内
丹
法
に
よ
る
修
行
を
中

核
的
教
義
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。『
龍
華
経
』
第
五
品
に
、
無
生
老
母
が

弓
長
に
、
地
上
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
修
行
を
し
た
か
を
問
い
、
王
森
が
弓
長

に
授
け
た
修
行
法
を
否
定
し
、
新
た
に
十
歩
修
行
法
を
授
け
る
一
段
が
あ
る
。

こ
の
十
歩
修
行
は
内
丹
法
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
十
歩
修
行
は
無
生
老
母
か
ら

伝
え
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
事
実
は
弓
長
が
聞
香
教
に
無
か
っ
た
十
歩
修

行
の
内
丹
法
を
他
の
人
物
す
な
わ
ち
天
真
祖
か
ら
教
わ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

天
真
祖
か
ら
伝
え
ら
れ
た
金
丹
道
と
は
こ
の
内
丹
法
を
指
し
、
大
乗
円
頓
教
が

聞
香
教
と
異
な
る
点
は
こ
の
内
丹
法
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
あ
る
可
能
性
が
あ

る
。
な
お
、
天
真
仏
の
下
に
十
乗
頭
続
が
有
っ
た
と
い
う
が
、
そ
の
実
態
は
よ

く
分
か
ら
な
い
。

〔
翠
花
張
姐
〕

前
掲
の
『
龍
華
経
』
第
一
六
品
で
は
、
法
王
石
仏
と
弓
長
の
間
に
翠
花
張
姐

（
祖
）
が
置
か
れ
て
い
る
。
す
で
に
澤
田
瑞
穂
氏
は
、
翠
花
張
姐
が
弓
長
を
石

仏
王
祖
に
引
き
会
わ
せ
た
事
実
を
指
摘
し
て
い
る
。
私
も
以
前
、
拙
著
で
翠
花

張
姐
に
つ
い
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
際
、
明
末
万
暦
年
間
、
聞
香
教
の

総
伝
頭
張
廷
が
北
京
の
翠
花
胡
同
に
住
ん
で
お
り
、
そ
の
子
孫
と
見
な
さ
れ
る

張
氏
も
翠
花
胡
同
に
住
み
、
清
代
嘉
慶
年
間
ま
で
存
続
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘

し
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、「
中
央
聖
地
」
で
蓮
宗
を
接
続
し
た
翠
花
張
姐
は

翠
花
胡
同
の
張
氏
の
一
族
で
あ
る
と
見
な
し
た
。
以
上
の
結
論
に
、『
接
続
蓮

宗
宝
巻
』
は
い
く
つ
か
の
新
た
な
事
実
を
加
え
る
。
す
な
わ
ち
、『
接
続
蓮
宗

(
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宝
巻
』
第
一
四
品
は
、
天
真
祖
と
弓
長
の
間
に
翠
花
張
公
な
る
人
物
を
置
き
、

翠
花
張
公
は
石
仏
王
祖
が
大
乗
法
門
を
立
て
た
後
、
そ
の
教
え
を
理
解
す
る
者

が
少
な
い
の
で
、
王
祖
に
替
わ
っ
て
教
え
を
整
理
し
て
伝
え
、
十
善
大
頭
行
す

な
わ
ち
十
枝
総
引
を
立
て
た
と
言
う
。
こ
の
翠
花
張
公
は
『
龍
華
経
』
で
言
う

翠
花
張
姐
に
他
な
ら
な
い
。
以
上
の
よ
う
な
『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』
の
記
事
は
、

そ
の
細
部
の
表
現
は
別
と
し
て
、
基
本
的
に
『
龍
華
経
』
の
記
事
と
一
致
す
る
。

た
だ
、『
龍
華
経
』
第
五
品
、
二
四
品
で
は
、
弓
長
が
石
仏
王
祖
の
弟
子
と
な

っ
た
際
、
翠
花
張
姐
が
弓
長
を
石
仏
王
祖
に
紹
介
し
た
と
説
く
の
に
対
し
、

『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』
は
そ
の
よ
う
な
事
実
に
言
及
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、『
龍

華
経
』
第
一
六
品
で
は
、
翠
花
張
姐
は
「
中
央
聖
地
」
で
蓮
宗
を
接
続
し
、
鳳

凰
山
で
も
活
動
し
た
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
一
方
、『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』
第
一

四
品
は
、
翠
花
張
公
は
鳳
凰
坡
な
る
処
に
家
が
あ
っ
た
と
説
い
て
い
る
。
こ
の

鳳
凰
坡
が
ど
こ
に
在
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
以
上
の
『
龍
華
経
』
と
『
接
続

蓮
宗
宝
巻
』
の
記
事
を
総
合
し
て
も
、
翆
花
張
姐
に
つ
い
て
は
依
然
と
し
て
不

明
の
部
分
が
少
な
く
な
い
。

〔
弓
長
〕

弓
長
の
本
名
に
つ
い
て
、
澤
田
氏
は
張
豪
で
あ
る
と
す
る
説
が
あ
る
こ
と
を

紹
介
し
て
い
る
。
中
国
の
陳
俊
峰
氏
は
大
乗
円
頓
教
の
『
古
仏
無
生
玉
華
結
果

尊
経
』
と
い
う
宝
巻
に
よ
り
、
弓
長
の
俗
称
を
張
海
量
、
道
号
を
無
双
で
あ
る

と
し
て
い
る
。
こ
の
宝
巻
は
未
見
で
あ
り
、
こ
の
説
も
張
豪
と
す
る
説
と
も
ど

も
そ
の
真
偽
を
確
定
で
き
な
い
。
ま
た
、『
龍
華
経
』
は
弓
長
が
燕
南
趙
北
の

草
橋
関
桑
園
里
大
宝
荘
に
居
住
し
て
い
た
と
説
く
。
澤
田
氏
に
拠
れ
ば
、
こ
の

場
所
は
明
末
の
北
直
隷
（
河
北
省
）
保
定
道
高
陽
県
に
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、

澤
田
氏
の
説
は
根
拠
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
、『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』
第

三
三
品
は
、
弓
長
が
覇
州
（
直
隷
順
天
府
覇
州
）
に
生
ま
れ
、
大
宝
荘
に
家
が

あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
中
国
の
陳
俊
峰
氏
も
、
弓
長
は
河
北
覇
県
草
橋
関
草

園
里
大
宝
荘
の
人
で
あ
る
と
す
る
。
覇
州
は
民
国
期
に
覇
県
に
な
っ
て
い
る
か

ら
、
陳
氏
の
説
は
『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』
と
一
致
す
る
。
民
国
『
覇
県
志
』
を
見

る
に
、
草
橋
関
・
桑
園
里
と
太
保
荘
は
見
い
出
さ
れ
る
が
、
大
宝
荘
は
見
い
出

さ
れ
な
い
。
民
国
『
高
陽
県
志
』
に
も
、
草
橋
関
は
見
い
出
さ
れ
る
が
、
桑
園

里
と
大
宝
荘
は
見
い
出
さ
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
弓
長
の
生
地
に
関
し
て
も

い
ま
だ
確
定
的
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
総
合
的
に
見
て
、『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』

の
説
く
覇
州
の
ほ
う
が
高
陽
県
よ
り
も
信
憑
性
が
あ
ろ
う
。

次
に
、
弓
長
に
関
連
す
る
主
要
な
事
柄
に
つ
い
て
、
前
掲
の
年
表
を
参
照
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
こ
う
。
弓
長
は
翠
花
張
姐
の
仲
介
で
石
仏
王
祖
を
師
と
し

て
拝
し
、
そ
の
教
え
を
受
け
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、

大
乗
円
頓
教
で
は
王
森
と
翠
花
張
姐
を
自
派
の
祖
師
の
中
に
入
れ
て
お
り
、
弓

長
が
先
ず
聞
香
教
徒
と
な
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
三
宝
巻
で
は
、
弓
長
は

天
啓
四
年
（
一
六
二
四
）
に
「
明
心
見
性
」
し
た
、
す
な
わ
ち
悟
り
を
開
い
た

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
龍
華
経
』
の
説
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
弓
長
に
天

真
仏
が
降
り
、
そ
の
化
身
と
な
っ
た
こ
と
を
指
す
。
天
啓
四
年
と
い
う
年
は
下

元
甲
子
に
当
た
り
、
大
乗
円
頓
教
で
は
末
劫
の
到
来
の
年
と
さ
れ
て
い
た
。
す

で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
年
は
天
啓
二
年
五
月
か
ら
始
ま
っ
た
聞
香
教
徒
の

反
乱
が
、
教
主
王
好
賢
が
天
啓
三
年
一
二
月
に
揚
州
で
官
憲
に
逮
捕
さ
れ
た
こ

と
を
最
後
に
、
よ
う
や
く
収
束
し
た
年
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
聞
香
教
の
組
織

は
ほ
ぼ
壊
滅
し
た
。
聞
香
教
に
属
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
弓
長
が
新
た
に
大

乗
円
頓
教
を
開
く
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
彼
が
王
森
の
衣
鉢
を
継
ぐ

意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

『
龍
華
経
』
の
主
題
は
天
真
仏
の
化
身
と
な
っ
た
弓
長
が
、
無
生
老
母
の
命

を
受
け
、
大
乗
円
頓
教
を
創
始
し
て
、
末
劫
の
災
難
に
苦
し
む
衆
生
を
救
う
顛
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末
で
あ
る
。
無
生
老
母
は
弓
長
に
通
天
宝
（
通
天
鑰
匙
）
・
蘆
伯
点
杖
・
真
言

口
訣
・
四
句
妙
偈
・
八
句
真
文
・
十
字
仏
号
・
龍
華
経
・
皈
家
聖
表
を
与
え
た

と
い
う
。『
龍
華
経
』
も
形
の
う
え
で
は
無
生
老
母
か
ら
弓
長
に
与
え
ら
れ
た

も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
通
天
宝
・
通
天
鑰
匙
と
い
う
名
称
は
、

黄
天
道
の
経
典
『
普
静
如
来
鑰
匙
通
天
宝
巻
』
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
が
注
目

さ
れ
る
。
私
は
前
稿
で
黄
天
道
と
聞
香
教
・
大
乗
円
頓
教
が
何
ら
か
の
関
係
が

あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

弓
長
が
悟
り
を
開
い
た
あ
と
、
の
ち
に
紅
梅
天
然
子
と
な
る
人
物
が
八
人
の

者
を
連
れ
て
き
た
の
で
、
教
徒
に
し
て
紅
梅
の
名
を
与
え
た
。
こ
の
時
の
八
人

が
三
宗
五
派
に
組
織
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、（
三
宗
）
頭
宗
天
元
子
・
二
宗
明

元
子
・
三
宗
真
元
子
、（
五
派
）
頭
派
迎
春
子
・
二
派
発
春
子
・
三
派
宜
春

子
・
四
派
景
春
子
・
五
派
収
源
子
で
あ
る
。
前
掲
の
『
龍
華
経
』
第
一
六
品
の

記
事
は
、
紅
梅
天
然
子
・
三
宗
五
派
の
下
に
、
九
杆
一
八
枝
の
頭
行
が
お
り
、

さ
ら
に
、
総
引
・
領
衆
・
会
主
・
総
会
・
開
示
・
経
主
・
会
頭
・
香
頭
と
い
っ

た
教
徒
の
役
職
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
大
乗
円
頓
教
の
組
織
は
、

弓
長
の
「
南
北
展
道
」
と
関
係
が
あ
る
。「
南
北
展
道
」
と
は
、
前
掲
の
弓
長

に
関
す
る
年
表
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
弓
長
が
崇
禎
二
年
に
全
国
各
地
に
赴
い

て
行
っ
た
布
教
活
動
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
澤
田
瑞
穂
氏
が
明
ら

か
に
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
改
め
て
『
龍
華
経
』
南
北
展
道
品
第
一
一
に
よ
り
、

弓
長
の
布
教
活
動
を
述
べ
れ
ば
、
あ
ら
ま
し
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

崇
禎
二
年
（
一
六
二
九
）、
弓
長
は
無
生
老
母
よ
り
伝
道
を
行
う
よ
う
に
と

の
啓
示
を
受
け
た
と
し
、
郷
里
を
発
ち
、
南
に
向
か
っ
て
黄
河
を
渡
っ
た
。
ま

ず
、
黄
河
の
南
岸
で
船
頭
の
普
広
と
い
う
者
を
弟
子
と
し
た
。
次
い
で
正
月
一

五
日
に
河
南
の
開
封
に
到
り
、
街
の
十
字
路
で
坐
禅
を
組
み
、
人
々
に
末
劫
が

迫
っ
て
い
る
こ
と
を
説
き
、
そ
こ
で
承
天
祖
と
い
う
者
に
授
記
し
た
。
そ
れ
か

ら
南
京
に
行
き
、
そ
こ
で
紅
梅
の
九
杆
の
大
頭
行
を
立
て
た
。
三
月
三
日
に
は

南
京
で
蟠
桃
聖
会
を
開
い
た
。
さ
ら
に
、
七
月
一
五
日
に
湖
広
の
武
当
山
に
行

き
、
許
真
人
に
会
っ
た
。
弓
長
は
こ
の
許
真
人
と
と
も
に
、
九
月
九
日
、
四
川

大
我
山
玄
天
洞
に
至
り
、
南
霞
・
雲
霞
・
丹
霞
・
烟
霞
の
四
祖
に
会
っ
た
。
そ

こ
で
朝
源
聖
会
を
行
い
、
の
ち
に
龍
華
会
で
逢
う
こ
と
を
願
っ
た
。
そ
の
後
、

大
頭
行
の
普
亮
と
い
う
者
が
多
く
の
道
人
を
率
い
て
弓
長
を
迎
え
た
。
弓
長
は

そ
れ
か
ら
湖
広
の
承
天
府
（
湖
北
省
鍾
祥
県
）、
揚
州
（
天
心
府
）
に
行
っ
て

い
る
。

以
上
の
よ
う
な
弓
長
の
「
南
北
展
道
」
は
や
や
散
漫
な
印
象
を
与
え
る
が
、

組
織
上
見
落
と
せ
な
い
こ
と
が
あ
る
。
弓
長
の
作
っ
た
教
徒
組
織
は
紅
梅
頭
・

紅
梅
中
・
紅
梅
尾
の
三
地
域
に
分
か
れ
て
お
り
、
紅
梅
頭
は
北
直
隷
、
紅
梅
中

は
南
京
、
紅
梅
尾
は
湖
広
の
承
天
府
に
置
か
れ
た
。
同
じ
『
龍
華
経
』
南
北
展

道
品
第
一
一
の
別
の
部
分
に
、
次
の
ご
と
く
あ
る
。

紅
梅
頭
、
北
直
隷
、
安
身
立
命
。
分
三
宗
、
立
五
派
、
執
掌
蓮
宗
。
紅
梅

中
、
金
陵
郡
、
九
杆
枝
葉
。
有
九
家
、
大
頭
行
、
教
化
善
人
。
紅
梅
尾
、

立
承
天
、
一
十
八
領
。
大
三
枝
、
度
殼
弓
、
願
満
迴
程
。
・
・
・
建
康
金

陵
立
九
杆
、
男
女
老
少
皈
吾
教
。
湖
広
承
天
二
九
枝
、
大
地
元
人
聽
祖
道
。

こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
弓
長
は
北
直
隷
（
河
北
省
）
の
教
徒
を
三
宗
五
派
に

組
織
し
、
金
陵
す
な
わ
ち
南
京
の
教
徒
を
九
杆
の
頭
行
に
組
織
し
、
湖
広
承
天

府
の
教
徒
を
一
八
枝
に
組
織
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
弓
長
は
三
宗

五
派
は
紅
梅
頭
に
、
九
杆
は
紅
梅
中
に
、
一
八
枝
は
湖
広
の
承
天
に
、
地
域
ご

と
に
組
織
を
変
え
て
作
っ
た
こ
と
に
な
る
。
弓
長
は
「
南
北
展
道
」
に
よ
っ
て

獲
得
し
た
教
徒
を
、
地
域
別
に
紅
梅
の
頭
・
中
・
尾
の
三
つ
に
組
織
し
た
と
言

え
る
。
こ
の
よ
う
な
組
織
に
は
か
な
り
言
葉
の
上
の
形
式
主
義
が
見
ら
れ
、
ど

こ
ま
で
実
体
を
備
え
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
疑
問
が
あ
る
。
し
か
し
、『
龍
華
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経
』
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
弓
長
の
布
教
活
動
や
大
乗
円
頓
教
の
組
織
は

一
定
の
歴
史
的
事
実
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
も
推
測
さ
れ
る
。
前
述

の
大
乗
円
頓
教
の
教
徒
に
頭
行
・
総
引
・
領
衆
と
い
っ
た
名
称
が
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
は
組
織
に
お
け
る
指
導
的
教
徒
の
役
職
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
詳
細
は
明

ら
か
で
な
い
。

弓
長
は
こ
の
後
、
崇
禎
一
四
年
（
一
六
四
一
）、

州
石
仏
口
に
行
き
経
典

を
集
め
て
い
る
。
聞
香
教
は
天
啓
年
間
の
反
乱
の
後
、
そ
の
勢
力
は
壊
滅
し
て

い
た
。
し
か
し
、
清
代
に
教
主
王
氏
一
族
の
者
が
教
名
を
白
陽
斎
や
清
茶
門
と

変
え
て
布
教
活
動
を
続
け
、
し
ば
し
ば
官
憲
の
摘
発
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、

当
時
、
王
氏
一
族
は
依
然
と
し
て
そ
の
教
え
を
保
持
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

石
仏
口
に
は
多
く
の
宝
巻
が
存
在
し
て
お
り
、
弓
長
は
自
己
の
教
派
の
教
義
を

整
え
、
経
典
を
作
成
す
る
必
要
か
ら
石
仏
口
を
訪
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の

翌
年
の
崇
禎
一
五
年
、
木
人
が
弓
長
の
弟
子
に
な
っ
て
い
る
。
弓
長
が
没
し
た

の
は
崇
禎
一
七
年
陰
暦
三
月
四
日
で
あ
り
、
こ
の
月
に
明
朝
が
滅
亡
し
た
。

『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』
第
一
六
品
は
、
弓
長
が
自
分
の
死
後
そ
の
教
え
を
接
続
す

る
者
が
い
な
く
な
る
こ
と
を
恐
れ
、
三
人
の
続
燈
領
袖
総
引
を
立
て
、
三
大
総

引
、
三
賢
続
燈
と
名
付
け
た
と
述
べ
る
。

〔
木
人
〕

本
論
文
で
取
り
上
げ
た
三
宝
巻
の
作
成
に
関
わ
っ
た
木
人
（
李
某
）
は
、
大

乗
円
頓
教
の
歴
代
祖
師
の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
木
人
宝
巻
』
に
よ
れ
ば
、
木
人
は
万
暦
三
七
年
（
一
六
○
九
）
に
生
ま
れ
、

中
央
聖
地
の
路
陵
庄
で
布
教
活
動
を
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
所
が

ど
こ
に
在
る
の
か
い
ま
だ
特
定
で
き
て
い
な
い
。
大
乗
円
頓
教
に
お
け
る
木
人

の
閲
歴
に
つ
い
て
、
前
掲
の
『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』
第
二
一
品
で
は
、
弓
長
の
弟

子
の
続
領
が
木
人
に
教
え
を
伝
え
た
と
し
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、『
接

続
蓮
宗
宝
巻
』
第
三
六
品
で
は
、
木
人
は
崇
禎
一
五
年
（
一
六
四
二
）
に
弓
長

に
会
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。『
木
人
宝
巻
』
に
拠
れ
ば
、
木
人
は
崇
禎
一
五
年

に
弓
長
に
会
っ
た
あ
と
、
陳
某
を
度
師
と
し
、
王
某
を
引
進
と
し
、
孫
某
を
保

挙
（
保
証
人
？
）
と
し
て
い
る
。
こ
の
度
師
・
引
進
・
保
挙
の
意
味
す
る
と
こ

ろ
は
い
ま
だ
明
ら
か
で
な
い
。
そ
の
後
順
治
五
年
、
紅
梅
天
然
子
が
木
人
の
保

挙
と
な
り
、
双
木
子
が
続
灯
を
領
し
た
と
す
る
。
こ
の
間
の
経
緯
は
明
ら
か
で

な
い
が
、
天
然
子
と
双
木
子
は
木
人
が
『
龍
華
経
』
を
協
力
し
て
刊
行
し
た
人

物
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

同
宝
巻
の
第
二
二
品
で
は
、
木
人
は
そ
の
教
え
を
三
宗
五
派
の
頭
行
、
九
杆

一
八
枝
の
領
衆
に
伝
え
、
さ
ら
に
総
会
・
開
示
・
経
主
・
会
頭
・
九
老
知
識
・

一
八
護
法
、
僧
尼
道
俗
諸
色
人
等
諸
家
宗
門
に
伝
え
た
と
説
く
。
こ
の
総
会
以

下
の
役
職
の
教
徒
の
実
態
は
明
ら
か
で
な
い
が
、『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』
第
二
一

品
で
は
、
こ
の
一
八
護
法
が
一
八
枝
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
総
会
・
開

示
・
経
主
は
三
宗
、
五
家
会
頭
は
五
派
、
九
老
知
識
は
九
杆
、
一
八
護
法
は
一

八
枝
に
そ
れ
ぞ
れ
当
た
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
教
徒
の
名
は
弓
長
の
三
宗
五

派
九
杆
一
八
枝
の
教
徒
の
名
と
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
彼
ら
は

弓
長
の
三
宗
五
派
九
杆
一
八
枝
の
教
徒
で
は
な
く
、
木
人
が
布
教
活
動
に
よ
っ

て
得
た
教
徒
で
あ
り
、
木
人
が
三
宗
五
派
九
杆
一
八
枝
の
形
式
に
基
づ
き
、
改

め
て
組
織
し
た
者
た
ち
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、『
接
続
蓮
宗

宝
巻
』
第
一
品
に
、
木
人
は
祖
法
を
受
け
継
ぎ
、
三
宗
五
派
の
人
を
整
理
し
、

新
た
に
三
宗
五
派
九
杆
一
八
枝
の
組
織
を
立
て
た
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ

て
も
あ
る
程
度
裏
付
け
ら
れ
る
。
つ
ま
り
木
人
は
先
ず
弓
長
の
弟
子
と
な
り
、

弓
長
の
死
後
、
そ
の
教
え
と
教
徒
を
継
承
し
、
新
た
に
教
団
組
織
を
再
興
し
た

と
言
え
る
。
そ
の
過
程
で
自
ら
の
教
派
の
流
れ
と
自
己
の
正
統
性
を
確
認
す
る

た
め
に
、
こ
れ
ら
三
宝
巻
が
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、『
接
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続
蓮
宗
宝
巻
』
は
そ
の
三
六
の
各
品
に
お
い
て
、
木
人
配
下
の
三
宗
・
五
派
・

九
杆
・
一
八
枝
の
合
計
三
六
人
の
総
引
を
登
場
さ
せ
、
こ
れ
ら
総
引
が
そ
れ
ぞ

れ
神
や
仏
に
対
し
教
義
に
つ
い
て
質
問
す
る
と
い
う
形
式
で
、
そ
の
教
え
を
展

開
し
て
い
る
。

三
、
大
乗
円
頓
教
の
系
統

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
大
乗
円
頓
教
の
歴
代
祖
師
と
教
徒
の
流
れ
を
、『
接

続
蓮
宗
宝
巻
』
は
さ
ら
に
別
の
言
葉
で
整
理
し
て
述
べ
て
い
る
。
こ
の
記
事
か

ら
も
、
大
乗
円
頓
教
の
教
徒
が
自
己
の
教
派
を
ど
の
よ
う
な
諸
教
派
の
流
れ
の

中
に
位
置
づ
け
て
い
る
か
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
に
は
中
国
の
伝

統
的
儒
仏
道
三
教
も
有
れ
ば
、
民
間
宗
教
諸
教
も
有
る
。『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』

の
各
品
の
挙
げ
る
教
派
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

第
三
品
、
無
生
宗
派
（
無
生
父
母
）。
第
四
品
、
燃
灯
宗
派
（
燃
灯
仏
）、
釈

迦
宗
派
（
釈
迦
仏
）、
弥
勒
宗
派
（
弥
勒
仏
）。
第
五
品
、
立
混
元
一
字
派
（
老

子
）、
釈
迦
雪
山
派
（
釈
迦
）、
魯
国
儒
門
派
（
孔
子
）。
こ
こ
ま
で
は
無
生
父

母
を
起
点
と
し
、
燃
灯
仏
・
釈
迦
仏
・
弥
勒
仏
の
三
仏
が
過
去
・
現
在
・
未
来

の
三
世
を
掌
る
こ
と
を
述
べ
、
そ
の
三
仏
が
老
子
・
釈
迦
・
孔
子
に
当
た
る
と

し
て
い
る
。

次
い
で
『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』
は
第
六
、
第
七
品
で
、
仏
教
と
道
教
の
諸
派
を

列
挙
し
、
第
九
品
で
は
百
子
姓
宗
派
と
し
て
、
周
文
王
が
八
卦
を
説
い
た
こ
と

を
述
べ
る
。
第
一
○
品
で
は
、
五
行
宗
派
と
し
て
、
先
天
老
君
す
な
わ
ち
老
子

が
陰
陽
五
行
を
教
え
た
こ
と
を
説
く
。
こ
こ
ま
で
は
、
大
乗
円
頓
教
が
無
生
父

母
信
仰
及
び
古
代
以
来
の
儒
仏
道
三
教
の
各
教
派
の
流
れ
を
継
承
し
て
い
る
こ

と
を
説
い
て
い
る
。

次
い
で
第
一
一
品
で
は
、
聞
香
教
の
法
王
石
仏
（
王
森
）
を
大
乗
正
宗
派
と

し
、
第
一
二
品
で
は
、
西
大
乗
教
の
呂
皇
聖
祖
（
呂

）
を
大
乗
円
通
派
と
し
、

第
一
三
品
で
天
真
祖
を
一
字
源
流
派
と
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
西
大
乗
教
に
つ

い
て
は
後
述
す
る
。
第
一
四
品
で
は
、
翠
花
張
公
（
姐
）
を
祖
留
心
宗
派
と
し
、

第
一
五
品
で
は
、
弓
長
を
弓
長
蓮
宗
派
と
し
て
い
る
。
次
い
で
、
第
一
六
品
で

は
弓
長
の
教
派
を
別
に
大
乗
円
頓
仏
門
と
呼
ぶ
。
さ
ら
に
、
弓
長
の
弟
子
の
紅

梅
続
灯
や
十
貴
頭
行
ら
が
合
同
（
盟
約
書
）
を
立
て
、
そ
の
教
え
を
継
承
し
た

が
、
こ
れ
を
円
頓
合
宗
派
と
言
う
。
そ
の
後
第
一
七
品
で
は
、
弓
長
の
弟
子
達

が
そ
の
教
え
を
継
承
し
た
こ
と
を
述
べ
、
こ
れ
を
領
袖
宗
派
と
呼
ん
だ
。
次
い

で
第
一
八
品
で
は
、
弓
長
の
弟
子
の
紅
梅
の
総
引
と
十
真
が
師
の
教
え
を
大
い

に
興
こ
し
た
こ
と
を
述
べ
、
総
引
明
宗
派
と
し
て
い
る
。
第
一
九
品
で
は
、
木

人
の
教
え
を
大
乗
円
頓
仏
門
の
性
宗
興
隆
派
、
あ
る
い
は
大
乗
性
宗
円
頓
興
隆

仏
門
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
木
人
が
師
に
替
わ
っ
て
法
を
説
き
、
後
人
を
救

済
し
た
と
さ
れ
て
お
り
、
新
た
な
宗
派
を
開
い
た
の
と
同
等
の
扱
い
に
な
っ
て

い
る
。

第
二
○
品
で
は
、
木
人
の
弟
子
と
九
老
善
知
識
が
祖
師
の
心
印
を
継
承
し
た

こ
と
を
述
べ
、
円
頓
心
印
興
隆
派
と
し
て
い
る
。
第
二
一
品
で
は
、
木
人
の
弟

子
三
宗
（
総
会
・
開
示
・
経
主
）
・
五
家
会
頭
・
一
八
護
法
を
取
り
上
げ
、
こ

れ
ら
が
弓
長
が
作
り
上
げ
た
三
宗
五
派
九
杆
一
八
枝
の
組
織
を
踏
襲
し
て
作
り

上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
木
人
の
教

徒
を
円
頓
仏
門
興
隆
派
と
呼
ぶ
。
第
二
二
品
で
は
、
あ
ら
た
め
て
無
生
父
母
か

ら
石
仏
王
祖
・
弓
長
・
木
人
へ
、
さ
ら
に
は
九
六
億
の
皇
胎
児
女
へ
と
つ
な
が

る
教
え
の
流
れ
を
述
べ
、
流
通
円
頓
仏
門
興
隆
派
と
し
て
い
る
。
第
二
三
品
で

は
、
燃
灯
古
仏
が
教
え
を
立
て
た
こ
と
を
述
べ
、
世
界
生
成
論
を
展
開
し
、
円

頓
考
証
玄
宗
派
と
呼
ぶ
。
第
二
四
品
で
は
、
明
代
の
民
間
宗
教
諸
派
の
教
祖
を
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挙
げ
、
彼
等
を
接
続
禅
宗
諸
祖
派
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
中
に
は
、
弘
陽
教
の

飄
高
祖
、
無
為
教
の
羅
祖
、
西
大
乗
教
の
呂
皇
祖
、
黄
天
教
（
道
）
の
普
静
祖
、

大
乗
教
の
石
仏
祖
、
円
頓
教
の
弓
長
祖
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
二
五
品

で
は
、
燃
灯
仏
・
釈
迦
仏
・
弥
勒
仏
の
掌
る
過
去
・
現
在
・
未
来
の
三
世
に
つ

い
て
述
べ
、
円
頓
正
宗
派
が
蓮
宗
を
接
続
し
て
い
る
と
説
く
。
第
二
六
品
で
は
、

考
証
修
行
派
と
い
う
名
称
で
、
教
徒
の
修
行
の
結
果
の
善
し
悪
し
を
試
さ
れ
る

こ
と
を
説
く
。
第
二
七
品
で
は
、
円
頓
仏
門
修
因
派
と
い
う
名
称
で
、
上
元
開

花
会
・
中
元
聖
会
・
下
元
収
源
聖
会
・
蟠
桃
聖
会
・
龍
華
聖
会
の
五
会
に
お
い

て
無
生
父
母
・
天
真
古
仏
・
弓
長
・
木
人
と
続
く
教
え
を
継
ぐ
教
徒
が
そ
の
信

仰
を
試
さ
れ
る
と
述
べ
る
。
第
二
八
品
で
は
、
円
頓
修
因
興
隆
派
と
称
し
て
、

燃
灯
仏
・
釈
迦
仏
・
弥
勒
仏
の
三
仏
が
龍
華
聖
会
を
立
て
、
衆
生
を
教
化
し
た

こ
と
を
言
う
。
以
後
、
第
二
九
品
か
ら
第
三
六
品
ま
で
の
間
は
、
円
頓
仏
門
興

隆
派
或
い
は
大
乗
仏
門
円
頓
興
隆
派
・
大
乗
円
頓
仏
門
興
隆
派
と
い
っ
た
名
称

で
教
理
を
展
開
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
、『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』
の
各
品
に
見
ら
れ
る
記
事
か
ら
、
大

乗
円
頓
教
の
教
派
の
流
れ
の
一
端
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
品
か
ら

第
一
○
品
ま
で
は
、
大
乗
円
頓
教
の
教
義
の
基
礎
に
な
っ
た
儒
仏
道
三
教
の
要

素
と
燃
灯
仏
・
釈
迦
仏
・
弥
勒
仏
の
三
仏
が
過
去
・
現
在
・
未
来
の
三
世
を
掌

る
と
い
う
教
義
と
を
結
び
つ
け
て
論
じ
て
い
る
。
第
一
一
品
か
ら
第
一
九
品
ま

で
は
、
法
王
石
仏
―
呂
皇
聖
祖
―
天
真
祖
ー
翠
花
張
祖
―
弓
長
祖
―
紅
梅
続

灯
・
十
貴
頭
行
―
紅
梅
続
引
・
十
真
―
木
人
と
つ
な
が
る
流
れ
が
分
か
る
。
次

い
で
第
二
○
品
か
ら
第
二
一
品
で
は
、
総
会
・
開
示
・
経
主
・
五
家
会
頭
・
九

老
善
知
識
・
一
八
護
法
と
い
っ
た
木
人
の
教
徒
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
を
大
乗

円
頓
興
隆
派
と
し
て
い
る
。
大
乗
円
頓
教
を
興
隆
さ
せ
た
教
徒
た
ち
と
い
う
意

味
付
け
を
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、『
接
続
蓮
宗

宝
巻
』
の
記
事
は
大
乗
円
頓
教
の
流
れ
を
、
諸
教
派
に
ふ
さ
わ
し
い
名
称
を
付

け
て
説
い
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
こ
に
は
万
教
帰
一
の
観
念
が
見
ら
れ

る
。
た
だ
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』
第
三
六
品
に

普
善
祖
な
る
存
在
が
唐
突
に
登
場
す
る
。
こ
の
普
善
祖
に
つ
い
て
は
前
稿
で
論

じ
た
こ
と
が
あ
り
、
黄
天
道
と
大
乗
円
頓
教
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。
そ
こ

で
、
次
章
で
は
あ
ら
た
め
て
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
論
じ
よ
う
。

四
、
大
乗
円
頓
教
と
黄
天
道

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
大
乗
円
頓
教
と
黄
天
道
の
関
係
は
し
ば
し
ば
論
じ
ら
れ

て
き
た
。
私
も
前
稿
で
両
者
の
間
に
聞
香
教
（
東
大
乗
教
）
を
媒
介
に
し
て
一

定
の
関
係
が
有
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
前
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
黄
天
道

の
経
典
『
鑰
匙
宝
巻
』
と
『
龍
華
経
』『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』『
木
人
宝
巻
』
の
三

宝
巻
と
の
間
に
は
内
容
上
の
内
在
的
関
係
が
あ
る
。
こ
こ
で
改
め
て
こ
の
点
を

検
討
し
て
み
よ
う
。
先
ず
第
一
に
、
教
義
の
基
本
的
組
立
が
近
似
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
宝
巻
の
主
要
な
教
義
は
三
期
三
仏
説
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
『
鑰

匙
宝
巻
』
と
三
宝
巻
に
お
い
て
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
過
去
・
現
在
・
未
来
を

そ
れ
ぞ
れ
燃
灯
仏
・
釈
迦
仏
・
弥
勒
仏
が
掌
る
。
こ
の
三
仏
が
そ
れ
ぞ
れ
老

子
・
釈
迦
・
孔
子
、
さ
ら
に
は
太
極
・
無
極
・
皇
極
に
対
応
し
て
い
る
と
説
く
。

そ
し
て
過
去
・
現
在
・
未
来
の
時
間
の
構
造
が
異
な
っ
て
い
る
と
す
る
。
そ
し

て
、
現
在
世
の
末
期
す
な
わ
ち
末
劫
の
到
来
が
下
元
甲
子
の
年
、
天
啓
四
年

（
一
六
二
四
）
に
あ
る
と
す
る
こ
と
で
共
通
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
末
劫
に
起

こ
る
種
々
の
災
難
（
劫
難
）
に
苦
し
む
衆
生
を
救
う
た
め
に
神
仏
の
化
身
た
る

人
物
が
下
生
す
る
。『
鑰
匙
宝
巻
』
に
お
い
て
は
鑰
匙
仏
で
あ
り
、
三
宝
巻
に

お
い
て
は
弓
長
で
あ
る
が
、
と
も
に
そ
の
も
と
の
仏
は
阿
弥
陀
仏
で
あ
る
と
説

(
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く
。
し
か
も
、
こ
の
人
物
が
弥
勒
仏
の
役
割
を
果
た
す
点
で
も
共
通
し
て
い
る
。

家
郷
に
あ
る
と
さ
れ
る
空
王
殿
・
都
斗
宮
な
ど
の
宮
殿
名
も
共
通
し
て
い
る
。

第
二
に
、
こ
の
両
教
派
の
宝
巻
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
修
行
法
と
し
て
内

丹
法
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。『
龍
華
経
』
を
始
め
と
す
る
大
乗
円
頓

教
の
宝
巻
は
『
普
明
宝
巻
』
や
『
鑰
匙
宝
巻
』
と
い
っ
た
黄
天
道
の
宝
巻
が
説

い
て
い
る
の
と
ほ
ぼ
同
じ
内
丹
法
を
説
い
て
い
る
。
内
丹
法
そ
の
も
の
は
道
教

の
修
煉
法
で
あ
る
が
、
こ
の
両
教
派
で
は
無
生
父
母
信
仰
及
び
弥
勒
下
生
信
仰

と
結
び
つ
け
て
説
い
て
い
る
の
が
共
通
し
た
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
別
稿
で
論
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
両
派
の
宝
巻
の
共
通
性
か
ら
考
え
て
、

大
乗
円
頓
教
の
宝
巻
が
黄
天
道
の
宝
巻
の
教
義
を
継
承
し
た
可
能
性
が
強
い
。

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
教
義
は
明
清
時
代
の
民
間
宗
教
に
共
通
し
て
い
る
部
分

も
多
く
、
こ
の
こ
と
の
み
で
は
大
乗
円
頓
教
と
黄
天
道
と
の
間
の
関
係
を
必
ず

し
も
証
明
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

第
三
に
、
こ
こ
で
付
け
加
わ
る
の
が
鑰
匙
仏
と
普
善
祖
の
存
在
で
あ
る
。
前

に
拙
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
龍
華
経
』
を
始
め
と
す
る
三
宝
巻
に
は
明
末
清

初
の
民
間
宗
教
諸
教
派
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。『
龍
華
経
』
の
中
に
黄
天
道

の
鑰
匙
仏
す
な
わ
ち
儒
童
仏
に
関
す
る
記
事
が
有
る
こ
と
は
既
に
指
摘
し
た
。

さ
ら
に
、『
龍
華
経
』
に
は
普
善
も
登
場
す
る
。『
龍
華
経
』
第
二
三
品
は
、
無

為
教
の
四
維
祖
（
羅
祖
）、
西
大
乗
教
の
呂

、
黄
天
教
（
黄
天
道
）
の
黄
靜

祖
（
鄭
普
静
）、
大
乗
教
（
東
大
乗
教
）
の
石
仏
祖
（
王
森
）
と
い
っ
た
明
代

の
民
間
宗
教
諸
教
派
と
そ
の
教
祖
を
並
べ
、
普
善
を
円
頓
教
主
と
し
て
い
る
。

円
頓
教
と
は
、
大
乗
円
頓
教
を
指
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
大
乗
円
頓

教
よ
り
以
前
に
、
黄
天
道
普
静
派
に
お
い
て
も
、
自
派
を
円
頓
教
と
称
し
て
い

た
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、『
龍
華
経
』
第
二
四
品
は
、

普
善
仏
・
儒
童
仏
・
天
真
仏
を
並
べ
て
万
法
帰
一
を
説
い
て
い
る
。
こ
の
普
善

は
黄
天
道
普
静
派
第
十
祖
汪
普
善
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、『
接
続

蓮
宗
宝
巻
』
の
最
後
の
第
三
六
品
に
も
、
唐
突
に
普
善
な
る
人
物
に
関
す
る
記

事
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

燃
灯
仏
会
下
二
億
三
千
皇
胎
児
女
、
万
叟
朝
宗
。
釈
迦
仏
会
下
二
億
三
千

皇
胎
児
女
、
万
叟
朝
宗
。
弥
勒
仏
会
下
九
十
六
億
三
千
皇
胎
児
女
、
万
叟

朝
宗
。
後
有
普
善
仏
出
世
、
同
十
大
聖
祖
、
収
縁
結
果
。
無
生
母
曰
吾
将

十
聖
賢
能
、
九
十
六
億
皇
胎
児
女
、
続
在
都
斗
雲
盤
、
貫
在
九
宮
八
卦
、

安
身
立
命
。
紅
梅
第
一
圓
聖
子
、
領
九
億
六
万
三
千
皇
胎
児
女
、
続
在
乾

卦
宮
安
身
立
命
。

そ
の
説
く
所
に
よ
れ
ば
、
燃
灯
仏
の
下
で
二
億
三
千
（
万
）
の
皇
胎
児
女
が
、

釈
迦
仏
の
下
で
二
億
三
千
（
万
）
の
皇
胎
児
女
が
救
わ
れ
た
後
、
弥
勒
仏
の
下

で
九
六
億
三
千
（
万
）（
別
の
箇
所
で
は
九
二
億
）
の
皇
胎
児
女
が
救
わ
れ
る

と
い
う
。
そ
の
後
普
善
仏
が
世
に
出
て
、
十
大
聖
祖
と
と
も
に
皇
胎
児
女
を
救

う
と
い
う
の
で
あ
る
。
第
三
六
品
は
続
け
て
、
こ
の
十
人
の
聖
祖
を
圓
聖
子
・

頓
聖
子
・
真
聖
子
・
教
聖
子
・
法
聖
子
・
当
聖
子
・
来
聖
子
・
証
聖
子
・
金
聖

子
・
身
聖
子
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
十
人
に
は
い
ず
れ
も
紅
梅
と
い
う
名

称
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
十
人
の
名
は
『
龍
華
経
』
と
『
接
続
蓮
宗
宝

巻
』
に
見
ら
れ
る
三
宗
五
派
・
九
杆
一
八
枝
の
教
徒
中
に
は
全
く
見
い
出
さ
れ

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
十
大
聖
祖
は
弓
長
や
木
人
の
配
下
の
教
徒
で

あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
同
じ
『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』
第
三
六
品
は
さ
ら
に
、

普
善
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

普
善
仏
子
従
出
世
、
十
大
聖
祖
落
凡
篭
。
普
駕
法
船
収
万
類
、
一
了
残
霊

不
剰
星
。
連
泥
帯
水
斉
出
苦
、
纔
満
無
生
発
願
心
。
末
後
一
着
円
頓
教
、

諸
仏
万
祖
願
相
逢
。
・
・
・
普
善
哈
哈
笑
、
末
後
円
頓
教
、
十
聖
達
此
宗
、

収
縁
蓮
花
楽
。
古
仏
収
縁
蓮
花
楽
、
無
生
老
母
定
三
乗
。
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こ
こ
で
言
う
末
後
の
円
頓
教
も
黄
天
道
普
静
派
の
別
称
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
。
し
か
も
、「
連
泥
帯
水
」
は
黄
天
道
の
『
普
明
宝
巻
』『
鑰
匙
宝
巻
』『
弥

勒
出
西
宝
巻
』
に
も
出
て
来
る
表
現
で
あ
る
。『
鑰
匙
宝
巻
』
に
よ
れ
ば
、
泥

は
陽
、
水
は
陰
を
表
し
、
陰
陽
の
交
わ
り
に
よ
り
天
・
地
・
人
の
諸
存
在
が
生

ま
れ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
天
の
陰
陽
が
仙
仏
を
生
み
、
地
の
陰
陽
が
万
物

を
生
み
、
人
の
陰
陽
が
男
女
を
生
む
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、「
連
泥
帯
水
斉

出
苦
」
と
は
、
世
界
の
仙
仏
・
男
女
・
万
物
を
全
て
引
き
連
れ
て
苦
し
み
か
ら

出
る
、
と
い
う
意
味
に
理
解
で
き
る
。『
鑰
匙
宝
巻
』
に
は
こ
の
ほ
か
に
、「
連

泥
帯
水
斉
出
世
」、「
連
泥
帯
水
上
船
登
」
と
い
っ
た
言
葉
が
見
い
出
さ
れ
る
。

『
普
明
宝
巻
』
に
は
、「
連
泥
帯
水
上
法
船
」
と
あ
る
。『
弥
勒
出
西
宝
巻
』
に

は
、「
弥
勒
仏
収
円
、
連
泥
帯
水
一
斉
赴
雲
盤
」
と
あ
る
。
要
す
る
に
、
弥
勒

仏
が
末
劫
に
お
い
て
、
全
て
の
存
在
を
残
ら
ず
引
き
連
れ
て
救
済
す
る
と
い
う

こ
と
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』
の
記
事
も
同
様
の

趣
旨
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
の
「
連
泥
帯
水
」
と
い
う
表
現
は
黄
天
道
の
三
宝

巻
に
は
頻
出
す
る
が
、
大
乗
円
頓
教
の
『
龍
華
経
』『
木
人
宝
巻
』
に
は
見
出

さ
れ
ず
、『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』
で
は
普
善
に
関
す
る
記
事
の
み
に
見
い
出
さ
れ

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
連
泥
帯
水
」
は
黄
天
道
系
の
宝
巻
に
見
ら
れ
る
特
徴

的
表
現
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
考
え
て
、『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』
第
三
六
品
に
登
場
す
る
普

善
は
黄
天
道
系
長
生
教
の
第
十
祖
汪
普
善
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ

う
。
私
は
前
稿
で
普
善
が
黄
天
道
普
静
派
の
第
十
祖
で
あ
り
、
黄
天
道
が
大
乗

円
頓
教
と
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
を
推
定
し
た
が
、
本
論
で
も
改
め
て
こ
の
こ
と

を
確
認
し
た
い
。
こ
の
よ
う
に
普
善
が
大
乗
円
頓
教
の
中
で
歴
代
祖
師
に
並
ぶ

扱
い
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
、
同
派
と
黄
天
道
と
の
間
の
一
定
の
関
係
を
示
す

も
の
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
こ
の
第
三
六
分
は
普
善
に
関
し
て
、「
収
縁

蓮
花
楽
、
古
仏
収
縁
蓮
花
楽
」
と
い
う
興
味
深
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
蓮
花

楽
と
は
当
時
の
民
間
で
歌
わ
れ
て
い
た
歌
曲
の
一
種
で
あ
る
。
蓮
花
楽
に
関
し

て
は
、
黄
天
道
普
静
派
の
長
生
教
の
宝
巻
で
あ
る
『
大
聖
弥
勒
化
度
宝
巻
』
第

八
品
に
、
弥
勒
仏
が
無
生
老
母
の
命
を
受
け
、
衆
生
（
皇
胎
児
女
）
を
救
済
す

る
た
め
に
下
生
し
、
姿
を
次
々
に
変
え
て
浙
江
省
各
地
を
布
教
し
て
歩
き
な
が

ら
、「
我
は
浙
江
の
地
域
の
諸
仏
が
集
ま
る
処
で
気
ま
ま
に
逍
遥
し
、
口
に
は

蓮
花
楽
を
唱
え
、
ゆ
っ
く
り
と
衆
生
を
済
度
す
る
。」
と
述
べ
た
こ
と
を
記
す
。

こ
の
弥
勒
仏
も
蓮
花
楽
を
歌
っ
て
衆
生
の
救
済
に
当
た
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
弥
勒
仏
の
活
動
は
長
生
教
の
浙
江
省
に
お
け
る
布
教
活
動
を
反
映
し
た
も

の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
こ
に
は
弥
勒
仏
の
化
身
と
さ
れ
る
黄
天
道
普
静
派

第
十
祖
で
長
生
教
を
創
始
し
た
普
善
の
存
在
が
投
影
さ
れ
て
い
る
。
普
善
は
弥

勒
仏
で
あ
り
、
か
つ
儒
童
玉
仏
で
あ
り
、
衆
生
の
救
済
に
当
た
っ
た
と
さ
れ
て

い
る
。
し
か
も
普
善
は
浙
江
省
衢
州
府
西
安
県
の
谿
灘
の
無
影
山
の
前
の
蓮
花

港
の
三
星
堂
で
説
法
し
た
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
も
蓮
花
が
登
場
す
る
。
さ

ら
に
、
長
生
教
の
宝
巻
『
伏
魔
宝
巻
』
に
も
、
手
で
蓮
花
楽
を
打
ち
な
が
ら
、

念
仏
を
唱
え
る
一
段
が
あ
る
。
要
す
る
に
蓮
花
楽
は
黄
天
道
系
長
生
教
で
布
教

の
際
に
歌
わ
れ
た
曲
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
接
続
蓮
宗
宝

巻
』
の
普
善
が
長
生
教
の
普
善
で
あ
る
な
ら
ば
、
蓮
花
楽
が
出
て
く
る
の
も
頷

け
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、『
龍
華
経
』
と
『
木
人
宝
巻
』
に
も
蓮
花
楽
の
こ

と
は
出
て
来
る
の
で
、
蓮
花
楽
は
大
乗
円
頓
教
で
も
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。
黄
天
道
系
長
生
教
と
大
乗
円
頓
教
に
お
け
る
蓮
花
楽
に
つ
い
て
は
、
今

後
さ
ら
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
見
落
と
せ
な
い
の
が
、
大
乗
円
頓
教
と
関
連
あ
る
教
派
と
し
て
の
西

大
乗
教
で
あ
る
。
関
連
と
言
っ
て
も
、
直
接
的
で
は
な
く
間
接
的
な
も
の
で
あ
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る
。『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』
第
一
二
品
は
、
大
乗
円
通
派
と
し
て
、
観
音
老
母
が

陝
西
省
西
安
府
王
寿
村
に
下
生
し
て
呂

す
な
わ
ち
呂
皇
聖
祖
と
な
り
、
円
通

と
号
し
た
こ
と
、
の
ち
に
、
北
京
に
保
明
寺
を
立
て
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
は
保
明
寺
を
根
拠
地
と
し
た
西
大
乗
教
を
指
し
て
い
る
。
西
大
乗
教
に
つ

い
て
は
既
に
李
世
瑜
氏
や
馬
西
沙
・
韓
秉
方
両
氏
の
研
究
が
あ
る
。
こ
と
に
李

世
瑜
氏
は
王
森
が
は
じ
め
西
大
乗
教
に
属
し
て
い
た
と
し
、
東
大
乗
教
を
西
大

乗
教
の
支
派
と
見
な
し
て
い
る
。
李
氏
は
必
ず
し
も
確
実
な
根
據
を
示
し
て
お

ら
ず
、
こ
の
両
教
の
関
係
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
確
言
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
西
大
乗
教
と
東
大
乗
教
の
成
立
過
程
は
い
ま
だ
十
分
に
は
明
ら
か
に

な
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
木
人
宝
巻
』

に
、
法
王
石
仏
・
呂
皇
聖
祖
・
弓
長
祖
の
三
者
が
木
人
を
「
開
山
顕
教
」
さ
せ

た
と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
あ
り
、
木
人
は
自
己
の
教
派
が
西
大
乗
教
の
流

れ
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
を
説
い
て
い
た
と
見
な
さ
れ
る
。
し
か
も
、
前
述
し

た
よ
う
に
、
西
大
乗
教
の
総
引
・
頭
行
・
頭
続
・
領
衆
と
い
っ
た
教
徒
の
役
職

名
が
大
乗
円
頓
教
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
大
乗
円
頓
教
が
西
大
乗
教
の

役
職
名
を
継
承
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
現
時
点
で
は
、
西
大
乗
教
の
宝
巻
等
の

諸
史
料
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
両
教
の
具
体
的
関
係
は
こ
れ
以
上
明

ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

小
　
　
　
結

こ
れ
ま
で
主
と
し
て
大
乗
円
頓
教
の
三
宝
巻
に
よ
り
、
三
宝
巻
と
同
教
の
成

立
経
過
、
教
祖
と
教
徒
の
系
譜
、
さ
ら
に
は
同
教
と
他
の
教
派
と
の
関
係
に
つ

い
て
検
討
し
、
大
乗
円
頓
教
の
歴
史
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
。
大
乗
円
頓
教

は
聞
香
教
（
東
大
乗
教
）
が
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
た
直
後
、
明
末
天
啓
四
年
、

聞
香
教
の
流
れ
を
汲
む
弓
長
に
よ
り
創
始
さ
れ
た
。
大
乗
円
頓
教
の
創
始
に
は

聞
香
教
を
再
建
す
る
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
大

乗
円
頓
教
は
単
に
聞
香
教
を
再
建
し
た
も
の
で
は
な
く
、
他
の
教
派
の
教
義
、

特
に
道
教
の
内
丹
法
の
教
義
を
取
り
入
れ
て
、
新
た
な
教
派
と
し
て
立
て
ら
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
教
義
は
、
明
末
清
初
と
い
う
王
朝
交
替
の
激
動
期
に

お
い
て
、
聞
香
教
の
教
義
を
継
承
し
、
末
劫
に
お
け
る
救
済
を
強
調
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
明
末
天
啓
四
年
を
下
元
甲
子
、
末
劫
の
到
来
の
年
と
見

な
し
て
、
弥
勒
仏
の
下
生
と
無
生
父
母
よ
っ
て
行
わ
れ
る
「
還
郷
」
に
よ
る
救

済
を
説
い
た
。
一
方
で
道
教
の
内
丹
法
の
修
煉
を
取
り
入
れ
、
終
末
論
的
教
義

と
結
び
つ
け
た
。
こ
れ
は
歴
史
の
激
動
期
に
お
い
て
、
無
生
父
母
信
仰
と
弥
勒

下
生
信
仰
と
内
丹
法
を
核
と
す
る
民
間
宗
教
の
展
開
の
重
要
な
歴
史
的
事
例
と

な
ろ
う
。
弓
長
は
教
派
を
立
て
た
後
、
国
内
各
地
を
巡
っ
て
布
教
活
動
を
し
、

教
徒
を
九
杆
一
八
枝
の
組
織
に
編
成
し
た
。
弓
長
が
明
朝
の
滅
亡
と
同
じ
月
、

崇
禎
一
七
年
三
月
に
亡
く
な
っ
た
の
ち
、
清
初
の
順
治
年
間
、
そ
の
弟
子
た
ち

は
木
人
を
中
心
に
し
て
、
弓
長
の
残
し
た
草
稿
を
も
と
に
『
龍
華
経
』
を
作
成

し
て
刊
行
し
、
大
乗
円
頓
教
の
教
え
を
継
承
し
た
。

さ
ら
に
木
人
は
、
弓
長
の
教
え
を
継
承
し
た
の
み
な
ら
ず
、
大
乗
円
頓
教
を

新
た
な
教
派
と
し
て
再
生
さ
せ
、
自
ら
を
こ
の
新
教
派
の
創
始
者
と
し
て
位
置

付
け
た
。
木
人
は
自
己
の
教
徒
を
弓
長
に
倣
い
九
杆
一
八
枝
に
組
織
し
、
新
た

に
『
木
人
宝
巻
』『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』
を
は
じ
め
と
す
る
五
宝
巻
を
作
成
し
、

自
己
の
新
教
派
の
基
礎
に
据
え
た
。『
木
人
宝
巻
』
と
『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』
の

中
で
は
、
聞
香
教
ば
か
り
で
な
く
、
西
大
乗
教
も
自
ら
の
先
行
教
派
と
見
な
さ

れ
て
お
り
、
黄
天
道
系
長
生
教
の
普
善
も
大
乗
円
頓
教
と
何
ら
か
の
関
係
が
有

っ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
教
派
は
大
乗
円
頓
教
の
形
成
に
直

接
的
或
い
は
間
接
的
に
関
わ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
同
時
に
大
乗
円
頓
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教
は
、
中
国
の
古
代
か
ら
明
末
清
初
に
至
る
、
儒
仏
道
三
教
を
は
じ
め
と
す
る

諸
宗
教
の
流
れ
の
中
に
自
ら
を
位
置
付
け
て
い
る
。
同
教
は
先
行
す
る
諸
教
の

教
義
を
継
承
し
、
そ
れ
ら
を
混
合
し
て
自
ら
の
教
義
を
形
成
し
た
と
説
き
、
万

教
帰
一
の
理
念
を
掲
げ
た
。
大
乗
円
頓
教
は
ま
さ
に
明
末
の
諸
教
派
の
教
義
を

集
大
成
し
た
観
が
あ
る
。
し
か
し
、
大
乗
円
頓
教
と
先
行
す
る
諸
教
派
と
の
関

係
、
大
乗
円
頓
教
の
諸
宝
巻
に
お
い
て
説
か
れ
て
い
る
教
義
の
形
成
過
程
に
つ

い
て
も
、
い
ま
だ
不
明
の
部
分
が
少
な
く
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
今
後
さ

ら
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
後
稿
に
譲
り
た
い
。

註（１
）
明
末
天
啓
二
年
の
聞
香
教
の
反
乱
に
つ
い
て
は
、
拙
著
〔
一
九
九
○
〕
『
明

清
時
代
民
間
宗
教
結
社
の
研
究
』
研
文
出
版
、
二
○
九
―
三
一
○
頁
、
第
三
章

「
明
末
天
啓
二
年
の
聞
香
教
徒
の
反
乱
」
参
照
。

（
２
）
大
乗
円
頓
教
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
以
下
の
研
究
が
あ
る
。
澤
田
瑞
穂

〔
一
九
五
五
〕「
龍
華
経
の
研
究
」『
跡
見
学
園
紀
要
』
第
二
号
、
一
三
―
三
八
頁

（
再
録
、
同
氏
〔
一
九
七
二
〕『
校
注
・
破
邪
詳
辯
』、
龍
華
経
の
研
究
、
道
教
刊

行
会
）。
前
掲
註
（
１
）
拙
著
、
一
二
○
―
一
二
三
頁
、
第
一
篇
第
三
章
、「
明

清
時
代
の
宝
巻
と
諸
教
派
」。
馬
西
沙
・
韓
秉
方
〔
一
九
九
二
〕
『
中
国
民
間
宗

教
史
』
上
海
人
民
出
版
社
、
第
一
四
章
、
明
清
時
代
的
円
頓
教
。
陳
俊
峰
〔
一

九
九
九
〕
「
有
関
東
大
乗
教
的
重
要
発
現
」『
世
界
宗
教
研
究
』
一
九
九
九
年
第

一
期
。

（
３
）
前
掲
註
（
２
）
澤
田
瑞
穂
〔
一
九
七
二
〕
所
載
「
龍
華
経
の
研
究
」
二
○
四

―
二
○
七
頁
参
照
。

（
４
）
澤
田
氏
が
用
い
た
の
は
、
全
体
二
四
品
の
う
ち
、
第
四
品
ま
で
の
残
本
で
あ

る
。
本
論
で
用
い
る
の
は
、
最
近
出
版
さ
れ
た
王
見
川
・
林
万
伝
主
編
『
明
清

民
間
宗
教
経
巻
文
献
』
第
五
冊
（
新
文
豊
出
版
公
司
、
一
九
九
九
年
）
所
収
の

も
の
で
あ
り
、
本
来
の
二
四
品
よ
り
な
る
完
本
の
鈔
本
で
あ
る
。
第
四
品
ま
で

の
内
容
は
、
こ
れ
ま
で
用
い
て
き
た
第
四
品
ま
で
し
か
な
い
残
本
と
同
一
で
あ

る
。

（
５
）
前
掲
註
（
２
）
澤
田
瑞
穂
〔
一
九
七
二
〕
一
九
一
―
二
○
七
頁
参
照
。

（
６
）『
木
人
宝
巻
』
第
二
二
品
に
「
老
祖
云
、
我
在
世
親
留
一
部
龍
華
真
経
。
交

与
元
人
、
景
中
伝
偈
。
嘱
咐
木
人
、
抄
写
一
部
、
密
寄
双
林
、
伝
留
在

世
。
・
・
・
真
木
子
吐
経
発
巻
、
双
木
子
演
教
留
経
。
草
木
子
証
明
字
眼
、
三

木
子
報
祖
深
恩
。」
と
あ
る
。

（
７
）『
龍
華
経
』
第
二
四
品

弓
長
祖
在
経
堂
、
端
然
正
坐
。
忽
然
間
知
覚
動
、
祖
要
廻
宮
。
・
・
・
祖
待

要
入
聖
宮
、
帰
家
去
了
。
問
頭
行
、
無
恃
靠
、
怎
立
法
門
。
留
下
部
龍
華
経
、

興
隆
祖
教
。
囑
咐
°
、
衆
頭
行
都
要
合
心
。
°
與
我
同
搭
手
、
刊
板
印
造
。

到
後
来
龍
華
会
、
福
禄
無
窮
。

（
８
）
前
掲
註
（
６
）
の
記
事
参
照
。

（
９
）
前
掲
註
（
６
）
の
記
事
参
照
。

（
10
）
前
掲
註
（
４
）
参
照
。

（
11
）『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』
第
三
六
品

在
壬
午
年
、
参
拝
弓
長
、
親
蒙
授
偈
。
在
壬
辰
年
、
写
祖
龍
華
経
一
部
。
明

心
見
性
。
在
甲
午
年
、
留
開
山
経
一
部
、
興
隆
祖
教
。
在
己
亥
年
、
写
蓮
宗

経
一
部
。
還
写
三
部
。
法
未
興
隆
、
缺
少
助
養
、
五
部
霊
文
未
得
流
通
。
貧

子
不
違
善
願
。
何
日
成
功
。
不
為
利
名
。
只
為
後
人
、
白
日
応
景
、
夜
晩
写

経
、
三
更
半
夜
、
費
盡
辛
勤
、
木
人
留
経
。
虧
紅
梅
領
袖
証
明
字
眼
。
又
虧

納
川
真
僧
、
晝
夜
労
真
、
抄
写
経
文
。
又
虧
衆
家
善
人
喜
施
資
財
、
刻
板
流

通
。
・
・
・
法
王
石
仏
演
大
乗
。
弓
長
老
祖
立
法
門
。
・
・
・
東
方
木
子
纔

出
世
。
・
・
・
壬
午
年
間
拝
長
弓
。
・
・
・
木
人
明
心
写
宝
巻
、
一
坐
三
更

那
知
聞
。
白
日
応
景
巴
活
計
、
夜
晩
慇
勤
写
祖
経
。
不
為
利
名
留
経
教
、
只

為
後
人
出
苦
輪
。
・
・
・
戊
子
年
中
明
心
性
。
壬
辰
年
中
写
祖
経
。
甲
午
年

留
開
山
経
。
己
亥
年
来
写
蓮
宗
・
三
教
・
涅
盤
・
皈
一
法
。
五
部
霊
文
未
流

通
。
紅
梅
領
袖
証
字
眼
。
納
川
真
僧
写
祖
経
。
八
十
一
了
留
経
卷
。
三
人
同

来
転
法
輪
。

（
12
）『
木
人
宝
巻
』
第
一
品
参
照
。

（
13
）『
木
人
宝
巻
』
第
一
二
品

母
説
我
発
金
光
鑰
匙
一
把
、
開
開
天
元
宝
蔵
庫
、
着
木
子
恁
意
所

取
。
・
・
・
母
説
木
子
取
的
那
是
幾
部
経
書
。
木
子
曰
頭
一
部
木
人
開
山
宝
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巻
、
第
二
部
接
続
蓮
宗
宝
巻
、
第
三
部
是
浄
土
涅
盤
還
郷
宝
巻
、
第
四
部
是

三
教
収
圓
宝
巻
、
第
五
部
是
万
法
皈
一
宝
巻
。
弟
子
取
的
是
這
五
部
経
文
。

（
14
）
前
掲
註
（
11
）
の
『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』
第
三
六
品
の
記
事
参
照
。

（
15
）
前
掲
註
（
２
）
澤
田
論
文
〔
一
九
七
二
〕
一
九
三
―
一
九
七
頁
参
照
。

（
16
）『
龍
華
経
』
第
五
品

弓
長
曰
、
吾
児
在
東
土
領
石
仏
王
祖
修
行
、
伝
与
我
三
皈
五
戒
、
挑
開
四
相
、

喚
醒
縁
神
、
看
守
門
戸
、
観
定
一
針
。

同
宝
巻
、
第
一
二
品

昔
日
法
王
留
真
経
、
後
有
弓
長
転
法
輪
。

（
17
）『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』
第
二
一
品
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

自
従
家
郷
無
生
父
母
在
都
斗
太
皇
宮
演
教
伝
法
、
将
西
来
大
意
・
大
乗
妙

法
・
先
天
鑰
匙
、
伝
与
法
王
石
仏
、
石
仏
伝
与
天
真
、
天
真
伝
与
弓
長
、
弓

長
伝
与
続
領
、
続
領
伝
与
木
人
、
木
人
伝
与
総
会
・
開
示
・
経
主
・
五
家
会

頭
・
九
老
知
識
・
十
八
護
法
、
普
度
衆
生
・
僧
俗
・
四
衆
人
等
、
都
要
皈
宗

入
派
、
有
処
安
身
。

（
18
）『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』
第
一
一
品

経
云
、
却
説
法
王
石
仏
四
字
。
法
者
是
西
来
妙
法
。
王
者
是
法
王
臨
東
。
石

者
是
石
仏
出
世
。
仏
者
是
古
性
弥
陀
。
這
便
是
法
王
石
仏
。
・
・
・
石
仏
曰

想
当
初
在
家
郷
霊
山
会
上
、
古
仏
面
前
批
下
蓮
宗
、
発
下
誓
願
。
奉
無
生
老

母
命
令
・
・
・
落
在
東
土
石
仏
域
中
・
・
・
立
三
花
五
葉
頭
行
・
・
・
能
使

木
人
開
山
顕
教
・
・
・
設
大
乗
円
頓
法
門
。

（
19
）
浅
井
紀
〔
一
九
七
八
〕「
明
末
の
聞
香
教
に
つ
い
て
」『
明
代
史
研
究
』
第
六

号
、
一
―
一
九
頁
。（
の
ち
、
浅
井
紀
〔
一
九
九
○
〕
に
加
筆
再
録
）。

（
20
）
前
掲
註
（
１
）
浅
井
紀
〔
一
九
九
○
〕
一
九
一
頁
、
一
九
九
頁
参
照
。

（
21
）
李
世
瑜
〔
一
九
八
五
〕「
順
天
保
明
寺
考
」『
北
京
史
苑
』
第
三
輯
、
北
京
出

版
社
、
五
四
―
五
五
頁
参
照
。『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』
第
一
二
品
に
、
次
の
ご
と
く

あ
る
。

〔
円
通
教
主
観
音
老
〕
母
曰
我
不
免
的
下
生
人
間
、
落
在
陝
西
西
安
府
王
寿

村
呂
宅
投
胎
。
・
・
・
立
四
十
八
箇
頭
行
、
選
八
大
総
引
。
一
総
引
分
六
枝

杆
頭
続
。
共
続
六
八
四
十
八
箇
頭
行
。

（
22
）
前
掲
註
（
２
）
馬
西
沙
・
韓
秉
方
〔
一
九
九
二
〕『
中
国
民
間
宗
教
史
』
八

七
六
頁
は
、『
龍
華
経
』
の
第
五
品
の
記
事
が
、
弓
長
が
無
生
老
母
の
口
を
借
り

て
石
仏
王
祖
か
ら
教
わ
っ
た
静
座
功
夫
で
は
金
丹
を
成
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
を
述
べ
、
無
生
老
母
か
ら
教
え
ら
れ
た
十
歩
修
行
を
説
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

大
乗
円
頓
教
が
聞
香
教
の
単
な
る
継
承
に
終
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る
。

（
23
）『
龍
華
経
』
第
三
品

祖
母
吩
付
、
当
初
西
方
教
主
阿
弥
陀
仏
転
到
北
方
掌
教
、
号
曰
無
量
寿
仏
。

無
量
寿
仏
臨
凡
、
号
曰
真
武
老
祖
。
真
武
臨
凡
、
曰
天
真
古
仏
。
天
真
臨
凡
、

号
曰
弓
長
老
祖
。

（
24
）『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』
第
一
三
品

天
真
曰
無
量
天
真
者
乃
是
西
方
教
主
阿
弥
陀
仏
、
転
到
北
方
掌
教
、
号
曰
無

量
寿
仏
。
無
量
天
真
臨
凡
号
曰
真
武
老
祖
、
従
在
武
当
山
立
下
玄
教
。
今
又

来
臨
下
凡
、
化
俗
為
善
、
下
生
潭
州
郡
二
龍
河
鰲
頭
地
、
隠
性
埋
名
、
伝
一

歩
金
丹
妙
理
。
演
説
一
字
為
宗
、
設
教
伝
法
、
乃
天
真
門
無
量
仏
一
字
金
身

教
。
置
立
法
門
、
立
十
乗
頭
続
、
接
続
伝
宗
、
修
煉
金
丹
一
粒
。
将
五
行
配

合
一
身
之
造
化
。
・
・
・
無
量
寿
仏
設
玄
宗
、
天
真
古
仏
化
俗
中
。
下
生
燕

南
和
趙
北
、
二
龍
潭
州
隠
姓
名
。
祖
居
三
山
熬
頭
地
、
金
牛
洞
裡
苦
修
行
。

諸
日
参
禅
常

坐
、
晝
夜
下
苦
煉
身
心
。
忽
然
一
日
明
心
性
、
一
字
金
丹
法

流
通
。
・
・
・
無
量
仏
、
古
天
真
、
臨
凡
下
生
、
二
龍
河
、
潭
州
郡
、
隠
姓

埋
名
。
三
山
顕
、
不
出
戸
、
熬
頭
居
住
。
金
牛
洞
、
隠
聖
体
、
暗
造
靈
文
。

伝
一
歩
、
金
丹
道
、
西
来
大
意
。

（
25
）『
龍
華
経
』
や
『
木
人
宝
巻
』
な
ど
の
宝
巻
の
説
く
内
丹
法
に
つ
い
て
は
拙

稿
「
宝
巻
流
宗
教
結
社
と
道
教
」（
講
座
『
道
教
』
第
五
巻
「
道
教
と
中
国
社
会
」、

雄
山
閣
出
版
、
二
○
○
○
年
一
一
月
所
収
）
参
照
。

（
26
）『
龍
華
経
』
第
五
品

祖
母
金
口
吩
咐
弓
長
・
・
・
我
且
問
°
、
汝
在
東
土
行
的
是
那
歩
功
夫
。
弓

長
曰
、
吾
児
在
東
土
、
領
石
仏
王
祖
修
行
、
伝
与
我
三
皈
五
戒
。
挑
開
四
相
、

換
醒
縁
神
、
看
守
門
戸
、
観
定
一
針
。
・
・
母
曰
以
無
箇
運
転
、
呆
呆
的
坐

到
幾
時
、
這
便
是
前
天
開
荒
的
功
夫
、
斯
乃
線
路
修
行
也
。
吾
今
伝
°
後
天

消
息
、
出
細
功
夫
、
与
前
不
同
。
稀
有
之
法
伝
与
°
。
・
・
・
母
伝
与
°
十

件
修
行
、
救
度
衆
生
。
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前
掲
註
（
22
）
参
照
。

（
27
）
前
掲
註
（
２
）
澤
田
瑞
穂
〔
一
九
七
二
〕
一
九
九
頁
参
照
。

（
28
）
前
掲
註
（
２
）
浅
井
紀
『
明
清
時
代
民
間
宗
教
結
社
の
研
究
』
一
二
○
―
一

二
三
頁
参
照
。

（
29
）『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』
第
一
四
品

石
仏
王
祖
当
初
在
世
演
教
伝
宗
設
立
大
乗
法
門
、
立
下
三
花
五
葉
八
家
頭
続
。

輩
輩
伝
法
。
在
無
影
山
前
、
普
駕
法
船
、
渡
下
八
大
枝
杆
人
縁
、
搬
枝
牢
守

不
解
其
意
。
因
此
翠
花
張
公
出
世
、
重
新
整
理
、
伝
留
一
歩
大
乗
妙
法
、
演

教
伝
宗
、
立
十
善
大
頭
行
、
乃
十
枝
総
引
。
後
又
伝
後
、
接
続
心
宗
、
灯
灯

相
続
。
・
・
・
翠
花
張
公
現
金
身
、
鳳
凰
坡
前
有
家
門
。
・
・
・
翠
花
祖
、

重
出
世
、
扶
宗
闡
教
、
替
石
仏
、
老
法
王
、
演
教
伝
宗
、
・
・
・
伝
十
善
、

衆
頭
行
、
領
授
法
宝
、
・
・
・
翠
花
張
公
笑
哈
哈
、
十
枝
頭
続
認
一
家
。
得

赴
龍
華
逍
遥
楽
、
十
善
手
粘
一
枝
花
。

（
30
）『
龍
華
経
』
第
二
四
品

凡
性
本
是
弓
長
祖
、
家
住
燕
南
大
宝
村
。
自
幼
喫
齋
心
慈
善
、
参
師
訪
友
拝

高
人
。
翠
花
張
姐
為
引
進
、
投
拝
真
仏
法
王
尊
。

（
31
）
本
文
中
に
提
示
の
『
龍
華
経
』
第
一
六
品
の
記
事
及
び
同
品
の
次
の
記
事
。

翠
花
祖
、
明
心
印
、
扶
宗
闡
教
。
中
央
地
、
化
賢
良
、
替
仏
伝
灯
（
第
一
二

品
）。
鳳
凰
山
、
留
心
宗
。

手
助
道

（
32
）
前
掲
註
（
29
）
の
記
事
参
照
。

（
33
）
前
掲
註
（
２
）
澤
田
瑞
穂
（
一
九
七
二
）「
龍
華
経
の
研
究
」
一
九
二
頁
参

照
。

（
34
）
前
掲
註
（
２
）
陳
俊
峰
論
考
一
二
一
頁
参
照
。

（
35
）
弓
長
の
事
績
は
、
前
掲
註
（
２
）
澤
田
瑞
穂
〔
一
九
七
二
〕「
龍
華
経
の
研

究
」
一
九
二
頁
参
照
。

（
36
）『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』
第
三
三
品
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

偈
曰
、
弓
長
祖
立
法
門
。
原
是
古
仏
下
天
宮
。
那
裡
起
来
那
裡
落
。
将
祖
根

源
説
分
明
。
聖
性
投
凡
覇
州
地
。
大
宝
荘
上
有
家
門
。

（
37
）
前
掲
註
（
２
）
陳
俊
峰
論
文
一
二
一
頁
参
照
。

（
38
）
民
国
『
覇
県
志
』
巻
二
、
交
通
、
古
蹟
、
民
国
『
高
陽
県
志
』
巻
一
、
地
理
、

古
蹟
参
照
。

（
39
）
前
掲
註
（
16
）
の
『
龍
華
経
』
第
五
品
の
記
事
及
び
前
掲
註
（
30
）
の
記
事

参
照
。

（
40
）『
木
人
宝
巻
』
第
一
八
品
は
、
歴
史
的
時
間
に
お
け
る
上
元
甲
子
・
中
元
甲

子
・
下
元
甲
子
の
三
時
期
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
上
元
甲

子
に
は
人
々
の
生
活
が
好
く
、
天
下
の
民
が
安
楽
で
、
五
穀
豊
穣
の
時
で
あ
る
。

中
元
甲
子
に
は
食
べ
物
も
品
物
も
十
分
に
あ
り
、
国
も
民
も
安
ら
か
で
あ
り
、

念
仏
を
し
、
経
を
読
む
。
下
元
甲
子
に
は
末
劫
に
な
り
、
種
々
の
災
難
が
起
こ

る
と
し
て
い
る
。
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
こ
の
三
元
甲
子
は
繰
り
返
さ
れ
る
も

の
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
。
一
方
、
光
緒
一
八
年
（
一
八
九
二
）
版
の
『
増
補

玉
匣
記
』
下
巻
に
よ
れ
ば
、
上
元
甲
子
を
康
煕
二
三
年
（
一
六
八
四
）、
中
元
甲

子
を
乾
隆
九
年
（
一
七
四
四
）、
下
元
甲
子
を
嘉
慶
九
年
（
一
八
○
四
）
と
し
て

い
る
。
三
元
甲
子
の
間
は
六
○
年
で
あ
り
、
下
元
甲
子
と
さ
れ
る
嘉
慶
九
年
は

天
啓
四
年
か
ら
一
八
○
年
後
で
あ
り
、
こ
の
一
八
○
年
を
周
期
と
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
中
国
の
術
数
家
の
説
で
あ
り
、
循
環
論
的
時
代
区
分
で

あ
る
。
民
間
宗
教
は
こ
れ
に
弥
勒
下
生
信
仰
に
よ
る
終
末
論
的
性
格
を
つ
け
加

え
た
と
言
え
る
。

（
41
）『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』
第
一
五
品

無
生
母
・
・
・
伝
弓
長
、
通
天
宝
、
蘆
伯
点
杖
。
説
与
°
、
四
句
偈
、
八
句

真
文
、
十
字
仏
、
龍
華
経
、
皈
家
聖
表
。

（
42
）
浅
井
紀
〔
一
九
九
七
〕「
黄
天
道
と
そ
の
宝
巻
」『
東
海
大
学
紀
要
文
学
部
』

第
六
七
輯
、
一
二
―
一
六
頁
、
参
照
。

（
43
）
前
掲
註
（
２
）
澤
田
瑞
穂
〔
一
九
七
二
〕「
龍
華
経
の
研
究
」
一
九
二
―
二

○
一
頁
参
照
。

（
44
）
前
掲
註
（
１
）
の
拙
著
三
四
四
―
三
五
五
頁
参
照
。

（
45
）『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』
第
一
六
品

禅
師
曰
我
弓
長
老
祖
設
立
下
大
乗
円
頓
宗
門
、
惟
恐
無
人
接
続
伝
燈
。
因
此

立
下
続
燈
領
袖
総
引
、
乃
為
三
大
総
引
、
是
三
賢
続
燈
。
祖
將
西
来
大
意
、

通
天
聖
宝
・
混
元
鑰
匙
・
真
言
口
訣
。
・
・
・
交
与
続
燈
。
祖
将
大
法
流
通
、

廻
宮
入
聖
。

（
46
）『
木
人
宝
巻
』
二
○
品
に
、

木
人
曰
、
我
弟
子
生
在
黄
鶏
之
歳
、
金
羊
月
、
金
蛇
日
、
金
虎
之
時
。
祖
用
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掌
心
訣
。
按
天
元
五
行
四
相
、
推
了
一
遍
。
有
了
己
酉
年
、
辛
未
月
、
辛
未

日
、
庚
寅
時
。

と
あ
る
。
黄
鶏
歳
す
な
わ
ち
己
酉
年
は
、
万
暦
三
七
年
（
一
六
○
九
）
と
見

な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
47
）『
木
人
宝
巻
』
第
一
五
品

弟
子
在
壬
午
年
、
先
参
拝
過
老
爺
。
後
来
拝
耳
東
為
度
師
、
一
土
為
引
進
、

子
系
為
保
挙
。
在
丙
戌
年
、
三
人
開
道
、
五
人
扶
宗
、
度
化
人
縁
立
会
。
因

耳
東
点
不
多
伝
。
到
戊
子
年
、
有
紅
梅
領
袖
天
然
子
保
挙
、
双
木
子
領
続
灯
、

中
善
子
鑰
匙
。

（
48
）『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』
第
二
二
品

〔
無
生
老
〕
母
曰
自
従
混
沌
初
分
無
始
以
来
、
在
家
郷
太
皇
演
教
。
無
生
聖

意
伝
与
石
仏
。
石
仏
聖
意
伝
与
弓
長
。
弓
長
聖
意
伝
与
続
領
。
続
領
聖
意
伝

与
木
人
。
木
人
聖
意
伝
与
三
宗
五
派
頭
行
・
九
杆
八
枝
領
衆
、
又
伝
与
総

会
・
開
示
・
経
主
・
会
頭
・
九
老
知
識
・
十
八
護
法
・
僧
尼
道
俗
諸
色
人
等

諸
家
宗
門
。

（
49
）『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』
第
一
品
　
　

後
有
目
人
從
世
出
、
整
理
三
宗
五
派
人
、
・
・
・
・
目
人
出
世
、
明
聖
意
、

将
祖
法
、
整
理
三
乗
。
将
宗
派
、
和
枝
杆
、
從
新
安
立
。

（
50
）
前
掲
註
（
42
）
拙
稿

（
51
）
同
前
。

（
52
）
前
掲
註
（
25
）
の
拙
稿
参
照
。

（
53
）
前
掲
註
（
42
）
の
拙
稿
参
照
。

（
54
）『
龍
華
経
』
第
二
三
品

無
為
教
、
設
宗
門
、
度
下
児
女
、
四
維
祖
、
領
貧
児
、
皈
依
仏
門
。
西
太
乗
、

立
法
門
、
度
下
児
女
、
呂
菩
薩
、
領
郷
児
、
龍
華
相
逢
。
黄
天
教
、
設
宗
門
、

度
下
児
女
、
黄
靜
祖
、
領
皇
胎
、
皈
依
仏
門
。
・
・
・
大
乗
教
、
立
法
門
、

度
下
児
女
、
石
仏
祖
、
領
知
識
、
龍
華
相
逢
。
円
頓
教
、
設
宗
門
、
度
下
児

女
。
普
善
祖
、
領
護
法
、
皈
依
仏
門
。

（
55
）
前
掲
註
（
42
）
の
拙
稿
参
照
。

（
56
）『
鑰
匙
宝
巻
』
鑰
匙
仏
如
来
開
泥
水
分
第
三
八
参
照
。

（
57
）『
鑰
匙
宝
巻
』
第
四
九
分

（
58
）『
鑰
匙
宝
巻
』
第
五
○
分

（
59
）『
普
明
宝
巻
』
第
一
五
分

（
60
）『
弥
勒
出
西
宝
巻
』
巻
首

（
61
）
前
掲
註
（
42
）
拙
稿
参
照
。

（
62
）
蓮
花
楽
（
蓮
花
落
）
に
つ
い
て
は
、
青
木
正
児
〔
一
九
七
○
〕
「
蓮
花
落
訳

歌
」（『
青
木
正
児
全
集
』
巻
二
、
一
四
○
―
一
四
三
頁
、
春
秋
社
、
一
九
七
○

年
）
に
簡
単
な
説
明
と
日
本
語
へ
の
翻
訳
が
あ
る
。
ま
た
、
甘
粛
省
河
西
地
区

の
敦
煌
以
東
、
嘉
峪
関
一
帯
で
流
行
し
て
い
た
宝
巻
を
集
め
た
『
酒
泉
宝
巻
』

三
四
二
頁
（
甘
粛
人
民
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）
に
、『
紅
灯
宝
巻
』
の
蓮
花
落

が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
蓮
花
楽
を
見
る
に
、
歌
詞
は
種
々
あ
り
、
一

定
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
63
）『
大
聖
弥
勒
化
度
宝
巻
』
第
八
品

我
在
越
城
地
界
諸
仏
聚
集
之
処
、
散
淡
逍
遥
、
口
唱
蓮
花
楽
、
緩
緩
再
度
一

番
便
了
。

（
64
）『
衆
喜
宝
巻
』
巻
三
、
仏
祖
伝
記

十
祖
普
善
師
、
儒
童
玉
仏
下
凡
、
又
即
孔
子
性
化
。
投
衢
州
西
安
県
汪
正
義

為
子
。
・
・
・
谿
灘
江
上
開
蓮
花
十
里
、
・
・
・
説
法
于
古
西
湖
谿
灘
前
無

影
山
前
蓮
花
港
上
三
星
堂
内
。

（
65
）『
護
国
佑
民
伏
魔
宝
巻
』
第
一
八
品

行
在
凡
、
就
在
聖
、
無
隔
無
礙
。
到
只
歩
、
天
地
裏
、
永
続
長
生
。
手
打
着
、

蓮
花
楽
、
口
把
仏
念
。
動
不
動
、
発
現
出
、
無
字
真
経
。

（
66
）『
接
続
蓮
宗
宝
巻
』
第
一
二
品

円
通
教
主
落
凡
塵
、
王
寿
村
中
借
凡
身
。
下
生
陝
西
西
安
府
、
顕
化
揚
名
渡

衆
生
。
観
音
老
母
臨
凡
世
、
呂
皇
聖
祖
号
円
通
。
・
・
・
先
渡
南
陽
男
和
女
、

後
化
燕
京
立
保
明
。

（
67
）
前
掲
註
（
21
）
の
李
世
瑜
論
考
参
照
。

（
68
）
前
掲
註
（
２
）
馬
西
沙
・
韓
秉
方
〔
一
九
九
二
〕『
中
国
民
間
宗
教
史
』
六

五
三
―
六
八
八
頁
参
照
。

（
69
）
前
掲
註
（
21
）
の
李
世
瑜
論
考
参
照
。
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Abstract
Da cheng yuan dun sect in late Ming 

and early Qing periods China

Asai Motoi

This article deals with the history of folk religious sect Da cheng yuan dun sect
in late Ming and early Qing periods China. This sect was very important example to
study the formation of folk religious sects which had scriptures called “bao juan”.
This sect was established in 1624 by a man called Gong chang. Gong chang was the
adherent of Wang Sen who was the Founder of Wen xiang sect (Dong Da cheng
sect). The year 1624 was known as the time of “mo jie” (The end of present world ).
“Bao juan” of Da cheng yuan dun sect advocated that many disasters would occur at
the end of present world, and that Maitreya would descend, save the people and
establish “thousand-year kingdom” type of ideal world on earth.

Gong chang was admired as the incarnation of Maitreya by his adherents. This
paper mainly studies about the career of Gong chang and his successor Mu ren to
make clear the process of foundation and succession of this folk sect. Other
important folk religious sects which were related to Da cheng yuan dun sect are
also mentioned.


